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資料 1 WHO「医療・保険 AI の倫理ガバナンス」 

資料２ 医療現場 AI 導⼊ 3 事例の⽣活者グループインタビュー報告書 

資料３ 医療 AI の展開を考える「倫理」の視点 



W
H
O
「医
療
・保
健
AI
の
倫
理
ガ
バ
ナ
ン
ス
」

•
内
容
の
要
旨

•
留
意
点
な
ど
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全
体
的
な
位
置
づ
け

•
W
H
O
の
業
務
計
画
(第
13
次
)の
⼀
環

–
20
19
年
に
先
端
科
学
部
⾨
新
設
、当
部
⾨
の
の
⼆
部
局
（
デ
ジ
タル
ヘ

ル
ス
、医
療
の
た
め
の
研
究
・イ
ノベ
ー
シ
ョン
）
の
検
討
成
果

（
1年
半
の
有
識
者
検
討
の
結
果
、コ
ロナ
禍
とも
重
な
り、
粗
い
印
象
も
）

•
「ガ
イ
ダ
ン
ス
」と
あ
る
が
報
告
書
・検
討
提
案
に
近
い
印
象

•
６
つ
の
「コ
ア
・プ
リン
シ
プ
ル
」の
提
⽰

•
開
発
、当
局
、医
療
者
が
取
り組
む
課
題
の
例
⽰

•
特
に
重
視
さ
れ
て
い
る
こと

–
「⼈
間
」の
果
た
す
役
割
を
改
め
て
強
調
・確
認

–
「W
H
O
らし
さ
」︓
先
進
国
と途
上
国
とで
⽣
じる
格
差
へ
の

問
題
意
識
、環
境
負
荷
へ
の
⾔
及
等

–
⺠
間
企
業
・ビ
ジ
ネ
ス
活
動
の
説
明
責
任
、透
明
性
確
保
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本
書
の
意
義
と特
徴

•
医
療
・保
健
AI
の
倫
理
問
題
を
考
え
る
国
際
⽂
書
とし
て
は
先
駆
的

（
た
た
き台
に
せ
よ、
これ
まで
医
療
に
特
化
した
も
の
が
な
か
った
）

•
「A
I」
その
も
の
に
とど
まら
な
い
課
題
も
多
い

–
情
報
提
供
と同
意
、企
業
と医
療
との
接
点
、途
上
国
へ
の
配
慮
等

•
良
くも
悪
くも
「 A
I」
の
範
囲
は
限
定
さ
れ
て
い
な
い

–
AI
と医
療
・保
健
に
関
連
す
る
も
の
が
イン
トロ
で
例
⽰
され
て
い
る
が
、

その
後
は
「A
I」
⾃
体
の
内
容
に
限
定
は
な
い

•
個
別
⽤
途
を意
図
す
る
か
、医
療
基
盤
とし
て
考
え
る
か
に
よっ
て
、原

則
の
重
み
づ
け
は
異
な
る
だ
ろ
う（
基
本
的
に
は
「診
断
」向
け
の
機
械

学
習
を想
定
か
︖
）

•
ロボ
ット
倫
理
の
影
響
も
（
「⼈
を傷
つ
け
な
い
」原
則
）

•
⼀
⽅
、設
計
段
階
か
らの
バ
イ
ア
ス
や
学
習
に
よ
る
性
能
変
化
へ
の
警

戒
な
ど、
「A
I」
に
特
徴
的
な
課
題
も
含
まれ
る
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（
興
味
深
い
と思
った
点
・問
題
意
識
）

•
患
者
の
強
い
⾃
律
性
を想
定
す
る
箇
所
（
「A
Iの
利
⽤
に
は
イン
フォ
ー

ム
ド・
コン
セ
ント
が
前
提
」と
読
め
る
記
載
な
ど）
。こ
れ
は
実
態
に
合
って

い
る
だ
ろ
うか
︖
⽇
本
に
適
⽤
で
きる
だ
ろ
うか
︖

•
「⾮
公
式
な
」オ
ンラ
イン
健
康
関
連
サ
ー
ビス
の
拡
⼤
に
警
戒
、規
制
の

必
要
性
に
⾔
及
(第
9章
)。
医
療
基
盤
を
め
ぐる
官
⺠
の
役
割
問
題
。

•
AI
を偏
重
した
「技
術
的
解
決
主
義
」へ
の
警
戒
（
AI
で
診
断
で
き
て

も
適
切
な
治
療
⼿
段
が
な
い
可
能
性
）
、評
価
が
未
熟
な
まま
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
導
⼊
さ
れ
た
こと
に
反
省
（
第
6章
）
。

•
「責
任
」の
所
在
は
、「
AI
が
通
常
医
療
・医
療
⽔
準
に
照
らし
て
どう
位

置
付
け
られ
る
か
に
よる
」と
の
指
摘
は
その
とお
り。
製
造
物
責
任
の
理
解

も
各
国
に
よっ
て
異
な
り得
る
。

•
「⾼
リス
クA
I」
の
規
制
な
ど、
現
在
検
討
され
て
い
る
EU
の
「A
I規
則
」

案
も
意
識
した
記
載
。

•
医
療
デ
ー
タの
集
団
運
⽤
の
仕
組
み
は
各
国
も
⼿
探
り（
事
例
とし
て
⽇

本
の
「次
世
代
医
療
基
盤
法
」に
⾔
及
）
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報
告
書
の
構
成
（
９
章
＋
附
）
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１
序

２
⼈
⼯
知
能

（
AI
）

３
医
療
・保
健
へ
の

AI
の
適
⽤

４
医
療
・保
健
AI

に
適
⽤
され
る
法
、政

策
お
よび
諸
原
則

５
「コ
ア・
プリ
ンシ
プ

ル
」

６
医
療
・保
健
AI

の
利
⽤
に
関
す
る
倫

理
的
な
諸
問
題

７
医
療
・保
健
AI

の
利
⽤
へ
の
倫
理
的

アプ
ロー
チ
の
構
築

８
医
療
・保
健
AI

に
関
す
る
「責
任
」体

制

９
ガ
バ
ナ
ンス
の
枠

組
み
の
諸
論
点

附
（
開
発
者
・政
府
当
局
・医
療
提
供
者
の
検
討
課
題
）

医
療
・保
健
AI
（
~
3章
）

“A
I”
の
射
程
（
2章
）

•
“プ
ログ
ラム
”に
も
とづ
く活
動
、デ
ー
タ・
解
析
能
⼒
との
関
係
、

O
EC
D勧
告
の
定
義
の
引
⽤
（
「ア
ル
ゴ
リズ
ム
が
デ
ー
タか
ら学
習
し、

⼈
間
が
プロ
セ
ス
の
す
べ
て
の
ス
テ
ップ
を明
⽰
的
に
プロ
グ
ラム
しな
くて
も
、

⾃
動
化
され
た
タス
クを
実
⾏
で
きる
能
⼒
の
こと
」）

•
（
全
体
とし
て
、こ
の
ガ
イダ
ンス
で
は
AI
＝
「機
械
学
習
」の
い
くつ
か

の
種
類
を
想
定
して
い
る
と理
解
で
き
る
）

医
療
・保
健
AI
が
適
⽤
さ
れ
る
場
⾯
（
3章
）

•
治
療
・ケ
ア

•
研
究
・開
発
（
主
に
医
薬
品
）

•
医
療
計
画
・経
営

•
公
衆
衛
⽣
、サ
ー
ベ
イラ
ンス

•
その
他
、将
来
の
⽤
途

13

主
に
検
討
さ
れ
て
い
た
各
国
の
法
規
（
第
4章
）

•
国
際
⼈
権
法

–
国

際
⼈

権
規

約
、
ア

フ
リカ

⼈
権

憲
章

、
ア

メ
リカ

⼈
権

条
約

、
欧

州
⼈

権
条

約
等

–
欧

州
評

議
会

（
オ

ブ
ィエ

ド
条

約
・閣

僚
委

員
会

）
•
デ
ー
タ
保
護
法

–
EU

（
G

D
PR

）
、
ア

メ
リカ

（
H

IP
A
A
）

、
ア

フ
リカ

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

（
Pe

rs
on

al
 

D
at

a 
Pr

ot
ec

tio
n 

G
ui

de
lin

es
 f
or

 A
fr

ic
a）

–
A
Iに

特
化

し
た

検
討

（
例

︓
Ib

er
o-

A
m

er
ic

an
 D

at
a 

Pr
ot

ec
tio

n 
N

et
w

or
k）

•
AI
⼀
般
に
関
す
る
原
則

–
O

EC
D

勧
告

、
G

20
に

よ
る

A
I原

則
、
欧

州
評

議
会

勧
告

、
⽇

本
、
中

国
、
シ

ン
ガ

ポ
ー

ル
、
ア

フ
リカ

連
合

な
ど。

•
医
療
・保
健
AI
を
め
ぐる
議
論

–
「世

界
的

に
共

有
さ

れ
た

原
則

は
不

在
」、

イ
ギ

リス
N

H
Sに

よ
る

⾏
動

規
範

（
開

発
と利

⽤
の

た
め

）
•
そ
の
他
（
省
略
）
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「コ
ア
・プ
リン
シ
プ
ル
」（
第
5章
）

1.
⼈
間
の
⾃
律
性
、個
⼈
の
⾃
律
性
の
保
護

–
⼈
間
の
意
思
決
定
、デ
ー
タ由
来
者
の
権
利

2.
⼈
の
福
利
、⼈
の
安
全
、公
共
の
利
益

–
精
神
的
・⾝
体
的
害
が
⽣
じな
い
こと
、ス
テ
ィグ
マか
らの
保
護
な
ど

3.
透
明
性
、説
明
可
能
性
、明
瞭
さ

–
AI
に
どこ
まで
完
全
な
説
明
可
能
性
を求
め
る
べ
きか
も
課
題

4.
説
明
責
任
、実
施
上
の
責
任

–
「責
任
の
拡
散
」（
無
責
任
）
に
な
らな
い
「集
団
的
責
任
」の
模
索

5.
包
摂
性
、公
平
さ

–
デ
ジ
タル
デ
バ
イド
、「
意
図
しな
い
バ
イア
ス
」へ
の
警
戒

6.
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
、修
理
・更
新
も
⾒
据
え
た
持
続
可
能
性 15
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AI
の
使
⽤
に
関
す
る
倫
理
問
題
（
6章
）

1.
「A
Iを
使
うべ
き
か
どう
か
」の
評
価

2.
デ
ジ
タル
・デ
ィバ
イド

3.
医
療
・保
健
デ
ー
タの
収
集
と活
⽤

4.
AI
を
活
⽤
した
意
思
決
定
に
伴
う説
明
責
任
と利
⽤
に
よ

る
責
任

5.
⾃
律
的
な
意
思
決
定
に
関
す
る
課
題

6.
バ
イア
ス
、差
別
の
課
題

7.
安
全
性
、セ
キ
ュリ
テ
ィに
関
す
る
リス
ク

8.
労
働
・雇
⽤
に
及
ぼ
す
影
響

9.
商
業
化
に
伴
う課
題

10
.
気
候
・環
境
へ
の
負
荷
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倫
理
問
題
に
取
り組
む
た
め
の
ア
プ
ロ
ー
チ
（
7章
）

•
「エ
シ
カ
ル
・デ
ザ
イ
ン
」

–
AI
の
設
計
段
階
か
ら倫
理
的
配
慮
を想
定
す
る
こと
。多
様
な
価
値

観
に
配
慮
す
べ
く「
市
⺠
科
学
」「
ソー
ス
コー
ドの
オ
ー
プン
化
」「
多
様

性
の
確
保
」に
取
り組
む
こと

•
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト

–
開
発
へ
の
市
⺠
らの
参
画
、市
⺠
・専
⾨
職
者
向
け
の
啓
発
等

•
イ
ン
パ
ク
ト・
ア
セ
ス
メ
ン
ト

–
AI
技
術
の
影
響
評
価
、第
三
者
に
よる
監
査
・公
表

•
研
究
す
べ
き
課
題
（
※
参
照
）
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参
照
︓
取
り組
む
べ
き
EL
SI
研
究
の
課
題

•
現
場
や
当
事
者
の
ニー
ズ
に
対
応
で
き
て
い
る
か
︖

•
医
師
患
者
関
係
に
⽣
じる
変
化
、よ
り質
の
⾼
い
時
間
に
つ
な

が
って
い
る
か
︖

•
「A
I」
に
関
す
る
医
療
者
や
患
者
の
受
け
⽌
め
⽅
。

•
デ
ジ
タル
デ
バ
イド
とA
Iの
相
互
関
係

•
開
発
者
は
潜
在
的
な
デ
バ
イス
に
どう
対
応
す
る
べ
き
か
︖

•
途
上
国
に
お
け
る
AI
の
イン
パ
クト
評
価
の
仕
⽅

•
医
療
に
お
け
る
「E
th
ic
al
De
si
gn
」（
倫
理
に
配
慮
した
AI

設
計
）
の
あ
り⽅
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臨
床
現
場
を
想
定
した
「責
任
」の
あ
り⽅
（
8章
）

•
AI
を
⽤
い
た
場
⾯
で
⽣
じた
ミス
、エ
ラー
に
よ
る
責
任
の
所
在
。

異
な
った
⾒
⽅
を
す
る
な
らば
、A
Iに
依
拠
した
判
断
に
強
く責

任
を
求
め
る
か
どう
か
で
、A
Iの
⽤
途
も
定
ま
る
だ
ろ
う。

•
実
際
に
は
、A
Iが
標
準
的
な
医
療
、医
療
⽔
準
の
どこ
に
位
置

付
け
られ
る
か
に
よ
って
話
は
変
わ
る
。

•
製
造
物
責
任
、無
過
失
補
償
、規
制
当
局
の
承
認
の
効
⼒

な
どに
つ
い
て
検
討
しつ
つ
、途
上
国
で
実
践
す
る
場
合
の
限

界
・必
要
とな
る
配
慮
に
も
⾔
及
。

•
勧
告
︓
臨
床
の
ガ
イド
ライ
ンに
お
け
る
AI
技
術
の
進
化
に
関

す
る
検
討
、様
々
な
責
任
ス
キ
ー
ム
に
関
す
る
W
HO
に
よ
る
検

討
の
継
続
、規
制
当
局
の
取
り組
み
へ
の
W
HO
⽀
援
な
ど。

19
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医
療
・保
健
AI
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
あ
り⽅
(9
章
)

•
「デ
ー
タ
・ガ
バ
ナ
ン
ス
」

–
デ
ー
タ活
⽤
に
関
す
る
様
々
な
事
例
に
触
れ
つ
つ
、産
業
活
動
との
接
点
に

お
い
て
不
透
明
な
点
が
多
い
こと
に
懸
念
。

•
「デ
ー
タ
由
来
者
に
も
配
慮
した
成
果
の
還
元
・共
有
」

–
デ
ー
タを
提
供
した
⼈
も
恩
恵
が
享
受
で
きる
仕
組
み
を⽬
指
す
こと
。

•
「医
療
と⺠
間
・ビ
ジ
ネ
ス
との
関
係
」

–
公
的
な
医
療
とヘ
ル
ス
ケ
ア産
業
との
関
係
・役
割
や
義
務
の
明
確
化
、⾼

リス
クA
Iへ
の
国
の
介
⼊
、⼈
権
擁
護
・透
明
性
の
確
保
な
ど

•
「政
府
・公
的
活
動
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
」

–
政
府
主
導
で
の
イン
パ
クト
評
価
、デ
ー
タ保
護
、政
策
決
定
へ
の
患
者
ら

参
画
、A
I使
⽤
に
関
す
る
公
平
性
の
確
保
な
ど

•
「各
国
当
局
で
の
技
術
・エ
ビデ
ン
ス
基
準
、透
明
性
確
保
」

•
「W
H
O
に
お
け
る
ベ
ス
トプ
ラ
ク
テ
ィス
等
の
検
討
」

20

附
︓
各
関
係
者
が
取
り組
む
課
題
（
①
開
発
者
）

1.
AI
の
設
計

–
⽬
的
の
明
確
化
、ス
テ
イク
ホ
ル
ダー
の
参
画
確
保

–
留
意
す
べ
き課
題
の
把
握
、リ
ス
クの
評
価
、バ
イア
ス
へ
の
対
処

–
プラ
イバ
シ
ー
等
脆
弱
性
の
把
握
と対
策
の
反
映

2.
AI
の
開
発

–
遵
守
す
べ
き規
制
の
確
認

–
使
⽤
す
る
デ
ー
タに
関
す
る
管
理
計
画
の
策
定

–
技
術
標
準
・規
格
（
IS
O
等
）
に
沿
った
活
動

3.
AI
の
展
開

–
ス
テ
イク
ホ
ル
ダー
の
研
修
・参
画
の
推
進

–
パ
フォ
ー
マン
ス
の
評
価
・改
善

21

附
︓
各
関
係
者
が
取
り組
む
課
題
（
②
国
当
局
）

1.
医
療
・保
健
へ
の
影
響
、安
全
対
策

–
AI
⾃
体
の
合
⽬
的
性
や
影
響
評
価
、リ
ス
ク・
ベ
ネ
フィ
ット
⽐
等

–
技
術
⾃
体
の
精
査
、モ
ニタ
リン
グ

–
使
⽤
に
関
す
る
責
任
の
あ
り⽅
、補
償
・救
済
の
あ
り⽅
の
検
討

2.
AI
技
術
の
導
⼊
・利
⽤

–
当
局
側
の
アク
シ
ョン
を⽀
え
る
⼈
員
・技
術
資
源
の
確
保

–
運
⽤
、保
守
、監
視
の
た
め
の
イン
フラ
作
り、
⾮
AI
⼿
段
との
⽐
較

–
デ
ー
タ由
来
者
保
護
の
た
め
の
施
策
、デ
ー
タの
質
の
確
保

3.
倫
理
・法
的
課
題
、⼈
権
擁
護

–
「⼈
間
」の
判
断
、患
者
、医
療
者
に
よる
判
断
の
尊
重

–
AI
利
⽤
の
必
要
性
と患
者
へ
の
影
響
評
価
、患
者
の
意
向
把
握

–
患
者
の
秘
密
保
持
、情
報
収
集
に
関
す
る
意
向
の
尊
重

4.
AI
技
術
・学
習
デ
ー
タ
に
関
す
る
透
明
性
確
保

5.
医
療
・保
健
AI
へ
の
公
平
な
ア
ク
セ
ス
確
保

22

附
︓
各
関
係
者
が
取
り組
む
課
題
（
③
医
療
者
）

1.
AI
技
術
⾃
体
の
必
要
性
・適
切
性
の
把
握

–
安
全
性
の
優
先
、A
I⾃
体
の
透
明
性
の
確
保

–
バ
イア
ス
の
把
握
・対
処
、プ
ライ
バ
シ
ー
の
保
護

–
定
期
的
な
⾒
直
し、
評
価
が
で
きて
い
る
か

2.
使
⽤
さ
れ
る
状
況
の
把
握

–
各
臨
床
現
場
に
合
った
デ
ー
タ、
ベ
ネ
フィ
ット
を⽰
せ
る
か

–
利
⽤
され
る
現
地
の
視
点
を理
解
で
きて
い
る
か

3.
医
療
の
実
践
に
お
け
る
位
置
づ
け
・検
討

–
医
療
者
に
とっ
て
解
釈
・説
明
可
能
な
も
の
とな
って
い
る
か

–
リス
クの
レ
ベ
ル
を
理
解
で
き
て
い
る
か

–
責
任
をも
って
使
⽤
で
きる
も
の
に
な
って
い
る
か

23
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東
京
大
学
医
科
学
研
究
所

御
中

医
療
現
場

AI
導
入

3事
例
の

生
活
者
グ
ル
ー
プ
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
報
告
書

事
例
①

AI
に
よ
る
見
守
り

事
例
②

ア
プ
リ
で
入
院
可
否
判
定

事
例
③

診
療
記
録
の
研
究
利
用
オ
プ
ト
ア
ウ
ト

20
22

.0
4.

22
Ve

r.0
1
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目
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調
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概
要

サ
マ
リー

全
体
ま
とめ

【事
例
①
】A
Iに
よ
る
見
守
り
提
示
物

サ
マ
リー

【事
例
②
】ア
プ
リで
入
院
可
否
判
定

提
示
物

サ
マ
リー

【事
例
③
】診
療
記
録
の
研
究
利
用
オ
プ
ト
ア
ウ
ト
提
示
物

サ
マ
リー

Ap
pe
nd
ix
es

グ
ル
ー
プ
別
の
発
言

対
象
者
リス
ト

・・
・・
・・
・・

・・
・・
・・
・・

・・
・・
・・
・・

・・
・・
・・
・・

・・
・・
・・
・・
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・・
・・

・・
・・
・・
・・

・・
・・
・・
・・

・・
・・
・・
・・
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・・
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・・

・・
・・
・・
・・

・・
・・
・・
・・

2 11 12 13 14 17 18 20 21 23 24 32
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医
療
現
場
に
お
け
る
、

AI
導
入
（
機
械
化
・
無
人
化
）
の
た
め
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
作
成
す
る
た
め
の
留
意
点
を
見
つ
け
る
。

調
査
目
的

１

調
査
で
明
ら
か
に
す
る
事

２
3つ

の
事
例
を
対
象
者
に
提
示
し
て
、
下
記
の

3つ
を
明
ら
か
に
す
る
。

・
そ
れ
ぞ
れ
、
ど
の
よ
う
な
反
応

/態
度
（
ポ
ジ
ネ
ガ

/ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト

/リ
ス
ク
や
懸
念
点
な
ど
）
が
示
さ
れ
る
の
か
。

・
年
代
ご
と
に
反
応
や
態
度
に
差
が
生
じ
る
の
か
。

・
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
よ
る
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
ス
を
経
て
、
反
応

/態
度
に
変
容
は
み
ら
れ
る
の
か
。
そ
の
理
由
は
何
か
。

フ
ォ
ー
カ
ス
・
グ
ル
ー
プ
・
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
（
オ
ン
ラ
イ
ン

Zo
om

）
【
グ
ル
ー
プ
数
】

1グ
ル
ー
プ

3名
×

6グ
ル
ー
プ
、
計

18
名

【
時
間
、
人
数
】

1グ
ル
ー
プ

12
0分

、
3名

【
グ
ル
ー
プ
割
付
】

調
査
手
法

3

グ
ル
ー
プ
①

20
～

30
代
男
性

グ
ル
ー
プ
②

20
～

30
代
女
性

グ
ル
ー
プ
③

40
～

50
代
男
性

グ
ル
ー
プ
④

40
～

50
代
女
性

グ
ル
ー
プ
⑤

60
代
男
性

グ
ル
ー
プ
⑥

60
代
女
性

調
査
設
計

提
示
し
た
事
例

①
AI
に
よ
る
見
守
り
サ
ー
ビ
ス

②
ア
プ
リ
で
コ
ロ
ナ
入
院
可
否
判
定

③
診
療
記
録
の
研
究
利
用
オ
プ
ト
ア
ウ
ト
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＜
共
通
条
件
＞

✓
20

歳
以
上
の
男
女

✓
全
国

✓
本
人
又
は
同
居
家
族
の
職
業
が
「
製
造
業
（
医
薬
品
・
医
療
用
品
）
」
「
医
療
・
福
祉
関
係
」
以
外
の
方

✓
自
分
の
意
見
を
コ
ト
バ
に
で
き
る
人

＜
対
象
者
抽
出
方
法
＞

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
パ
ネ
ル
に
事
前
に

W
EB

ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
条
件
合
致
者
を
抽
出
。
そ
の
後
電
話
に
て
確
認
・
正
式
依
頼
し
た

調
査
対
象
者

4

＜
分
散
条
件
＞

✓
AI
を
知
ら
な
い
・
興
味
な
い
人
ば
か
り
に
な
ら
な
い
。

✓
ア
プ
リ
を
知
ら
な
い
人
ば
か
り
に
な
ら
な
い
。

✓
「
ひ
と
り
暮
ら
し
の
親
・
祖
父
母
が
い
て
、
健
康
な
ど
万
一
な
事
が
な
い
か
心
配
だ
」
に
当
て
は
ま
る
人
と
、

「
ひ
と
り
暮
ら
し
の
親
・
祖
父
母
が
い
な
い
」
人
を
混
在
さ
せ
る
。

✓
病
院
等
に

1年
以
内
の
通
院
・
入
院
経
験
者
を
混
在
さ
せ
る
。

巻
末

ア
ペ
ン
デ
ィ
ク
ス
に
記
載

対
象
者
リ
ス
ト

5

実
施
日

6
日
程

グ
ル
ー
プ

20
22
年

3月
28
日
（
月
）

13
:0

0～
15

:0
0

グ
ル
ー
プ
⑤

60
代
男
性

3月
28
日
（
月
）

16
:0

0～
18

:0
0

グ
ル
ー
プ
⑥

60
代
女
性

3月
29
日
（
火
）

16
:0

0～
18

:0
0

グ
ル
ー
プ
②

20
・3

0代
女
性

3月
29
日
（
火
）

19
:0

0～
21

:0
0

グ
ル
ー
プ
③

40
・5

0代
男
性

3月
30
日
（
水
）

13
:0

0～
15

:0
0

グ
ル
ー
プ
④

40
・5

0代
女
性

3月
30
日
（
水
）

19
:0

0～
21

:0
0

グ
ル
ー
プ
①

20
・3

0代
男
性

調
査
設
計
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グ
ル
ー
プ
毎
の
発
言
録

本
報
告
書

納
品
物

7

提
示
物

8
■

3つ
の
事
例

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
中
に
長
文
を
読
ま
せ
て
理
解
さ
せ
る
の
に
は
時
間
が
か
か
る
た
め
、
以
下
の
工
夫
を
行
っ
た

1）
提
示
物

※
次
ペ
ー
ジ
に
記
載

・
理
解
を
促
す
た
め
に
、
文
章
だ
け
で
な
く
イ
ラ
ス
ト
を
作
成
し
た
（
大
学
側
で
作
成
）

2）
対
象
者
へ
の
事
前
宿
題

・
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
前
に
、

3つ
の
ケ
ー
ス
の
文
章
と
イ
ラ
ス
ト
を
紙
に
印
刷
し
、
対
象
者
宅
に
郵
送
し
た

・
読
ん
で
の
感
想
を
、
メ
ー
ル
で
送
っ
て
も
ら
っ
た

3）
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
当
日

・
対
象
者
の
手
元
に
文
章
と
イ
ラ
ス
ト
を
置
か
せ
、
画
面
に
は
「
イ
ラ
ス
ト
」
を
提
示
し
そ
れ
を
見
な
が
ら
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
っ
た

■
事
例
①

AI
に
よ
る
見
守
り
例

4つ
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
中
に
の
み
提
示
し
た

※
別
途
記
載

調
査
設
計
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事
例
①

Jさ
ん
（

82
歳
）
は
、住

み
慣
れ
た
家
で
長
年
一
人
暮
らし
を
して

お
り、
遠
方
に
住
む
家
族
は
月
に
数
回
電
話
を
した

り来
訪
した

りし
て
様
子
を
見
て
い
た
。最

近
、体

力
の
衰
え
か
らJ
さん

は
転

倒
して

怪
我
を
して

しま
い
、入

院
が
必
要
に
な
った
。

以
前
か
ら高

血
圧
の
た
め
に
、服

薬
を
した

り、
生
活
習
慣
に
気
を
つ
け
た
りし
て
い
た

Jさ
ん
で
あ
った
が
、退

院
後
は
物
忘
れ
が
目
立
つ
よ
うに
な
り、
こう
した

測
定
や
服
薬
を
しっ
か
り行

え
て
い
る
か
ど

うか
、J
さん

の
家
族
は
心
配
して

い
た
。

家
族
が
集
ま
って
話
し合

った
結
果
、J
さん

の
健
康
状
況
を
遠
くか
らで

も
把
握
で
き
る
手
段
を
検
討
す
る
こと
に
した

。
Jさ
ん
の
家
族
は
い
ず
れ
も
遠
方
に
住
ん
で
い
る
こと
か
ら、
自
身
らが

J宅
を
来
訪
す
る
回
数
を
増
や
す
こと
に
は
限
界
が
あ
る
。そ
の
た
め
、民

間
の
「見

守
りサ

ー
ビス

」の
利
用
を
考
え
る
こと
に
し
た
。

見
守
りサ

ー
ビス

に
は
い
くつ
か
の
種
類
が
あ
る
よ
うだ

。例
え
ば
、人

（
ス
タッ
フ）

が
一
定
の
頻
度
で
直
接
訪
問
して

、近
況
や
生
活
を
確
認
す
る
タイ
プ
。人

が
訪
問
す
る
の
で
は
な
く、
自
動
音
声

電
話
が
定
期
的
に
か
か
って
き
て
、本

人
に
回
答
を
求
め
る
タイ
プ
も
あ
る
とい

う。
そ
の
他
、普

段
か
ら見

守
る
仕
組
み
とし
て
、室

内
の
家
電
に
設
置
した

セ
ン
サ
ー
とA

Iを
組
み
合
わ
せ
て
日
常
生
活
の

状
況
を
感
知
す
る
タイ
プ
も
あ
る
。よ
り高

度
な
も
の
とし
て
は
、血

圧
の
測
定
結
果
が
自
動
的
に
発
信
され

た
り、
薬
の
服
用
忘
れ
を
教
え
て
くれ
た
りす

る
サ
ー
ビス

も
あ
る
とい

う。
家
族
の
中
で
は
、こ
れ
ら多

くの
サ
ー
ビス

を
組
み
合
わ
せ
る
こと
で
Ｊ
さん

を
しっ
か
り見

守
る
こと
が
で
き
る
とい

う期
待
が
大
き
い
。J
さん

は
、こ
うし
た
検
討
に
感
謝
して

い
て
、基

本
的
に
は
お
任
せ
し

た
い
つ
も
りで

い
る
。一

方
で
、自

分
の
生
活
に
どの

よ
うな

変
化
が
あ
る
の
か
、気

に
も
して

い
る
。

①
②

③
④

⑤

提
示
物

事
例
①

AI
に
よ
る
見
守
り
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提
示
物

事
例
①

AI
に
よ
る
見
守
り
例
（
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
中
の
み
提
示
）

①
自
動
音
声
電
話
が
定
期
的
に
か
か
って
き
て
、本

人
に
回
答
を
求
め
る

②
普
段
か
ら見

守
る
仕
組
み
とし
て
、室

内
の
家
電
に
設
置
した

セ
ン
サ
ー
とA

Iを
組
み
合
わ
せ
て
日
常
生
活
の
状
況
を
感
知
す
る

③
血
圧
の
測
定
結
果
が
自
動
的
に
発
信
され

る

④
薬
の
服
用
忘
れ
を
教
え
て
くれ
る

事
例
①

AI
に
よ
る
見
守
り
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
中
に
、
以
下
の

4つ
の
サ
ー
ビ
ス
例
を
提
示
し
、
意
見
を
求
め
た
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事
例
②

Lさ
ん
（

23
歳
）
の
居
住
す
る
自
治
体
で
は
、こ
の
とこ
ろ
、新

型
コロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
へ
の
感
染
者
数
が
増
え
続
け
て
お
り、
入
院
を
希
望
し
て
も
病
床
数
が
足
りな

い
た
め
に
、入

院
が
遅
れ
た
り、

自
宅
療
養
中
に
死
亡
した

りす
る
人
も
で
て
い
た
。

Lさ
ん
も
、体

の
不
調
を
訴
え
て
受
診
した

とこ
ろ
、同

ウ
イル

ス
へ
の
感
染
が
判
明
した

。L
さん

は
基
礎
疾
患
を
有
して

お
り症

状
が
重
篤
化
す
る
か
も
しれ

な
い
が
、2

0代
で
症
状
が
ま
だ
軽
い
こ

とか
ら、
入
院
の
め
どが

な
か
な
か
立
た
な
い
の
で
は
な
い
か
とい

う不
安
が
あ
った
。し
か
し、
意
外
に
も
ス
ム
ー
ズ
に
入
院
す
る
こと
が
で
き
た
。

後
か
ら聞

い
た
こと
で
は
あ
る
が
、L
さん

が
受
診
した

病
院
で
は
、「
コロ
ナ
禍
の
病
床
の
効
率
的
な
確
保
に
寄
与
」す
る
こと
を謳

う判
定
ア
プ
リを
用
い
て
い
た
。こ
の
ア
プ
リは

、海
外
で
開
発
され

た
も
の
で
あ
って
、基

本
的
な
情
報
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
って
ス
コア

を
算
定
し
、コ
ロナ

に
か
か
った
患
者
の
「重

篤
化
す
る
可
能
性
の
高
さ」
を
予
測
す
る
も
の
で
あ
る
。人

が
判
定
す
る
よ
りも
速
く、

ま
た
よ
り多

くの
情
報
を
処
理
す
る
こと
が
で
き
る
メリ
ット
が
あ
る
うえ
、医

師
の
間
で
の
判
断
の
ぶ
れ
を
小
さく
す
る
効
果
が
見
込
ま
れ
て
い
た
。

た
だ
、日

本
で
は
ま
だ
使
用
の
実
績
が
少
な
く、
ス
コア

は
あ
くま
で
目
安
とさ
れ
、必

ず
しも

そ
の
判
定
し
た
とお

りに
な
る
とは

限
らな

い
。気

に
な
って

SN
Sに
て
検
索
した

とこ
ろ
に
よ
れ
ば
、こ
うし

た
ア
プ
リを
使
って
「入

院
不
要
」と
判
定
され

て
後
回
しに

され
た
人
に
は
、そ
の
後
自
宅
で
重
篤
化
した

人
も
い
た
よ
うで

あ
る。

①
②

③
④

⑤
⑥

提
示
物

事
例
②

ア
プ
リ
で
入
院
可
否
判
定
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事
例
③

L大
学
病
院
を

3 
年
ぶ
りに
訪
れ
た

Iさ
ん
（

53
歳
）
は
、病

院
の
掲
示
板
の
「患

者
さま

の
カル

テ
情
報
の
二
次
利
用
に
つ
い
て
の
お
知
らせ

」と
い
う貼

り紙
に
偶
然
目
が
留
ま
った
。

これ
に
は
、

①
企
業

S社
とこ
の
大
学
病
院
が
共
同
で
行
って
い
る
、画

像
診
断
の

AI
開
発
研
究
の
た
め
に
、過

去
10
年
間
に
当
院
で
診
断
を
受
け
た
人
の

M
RI
画
像
や
診
療
記
録
す
べ
て
が

企
業

S社
に
渡
され

る
こと

②
患
者
の
うち
で
自
身
の
記
録
・情

報
を
使
って
欲
しく
な
い
人
は
期
限
内
に
申
し出

る
こと
が
で
き
る
こと
、な

らび
に
そ
の
際
の
相
談
・連

絡
先

が
示
され

て
い
た
。

※
な
お
、そ
の
期
限
は
、I
さん

が
今
回
来
院
す
る
数
カ月

前
に
過
ぎ
て
お
り、
研
究
計
画
は
既
に
始
ま
って
い
る
よ
うで

あ
った
。

自
分
に
関
す
る
情
報
も
研
究
利
用
の
対
象
に
な
って
い
る
こと
を
初
め
て
知
った

Iさ
ん
は
、主

治
医
に
この

掲
示
に
つ
い
て
質
問
した

。
主
治
医
の
説
明
に
よ
れ
ば
、自

分
の
情
報
を
使
っ

て
ほ
しく
な
い
とい

う患
者
の
希
望
を
聞
く方

法
とし
て
広
く利

用
され

て
い
る
方
法
で
あ
る
こと
（
「オ
プ
トア

ウ
ト」
とい

う方
法
らし
い
）
、患

者
に
必
要
な
情
報
が
伝
わ
る
よ
うに
と院

内
の
掲

示
に
加
え
て
病
院
の
ウ
ェブ
サ
イト
に
も
同
様
の
案
内
が
掲
載
され

て
い
る
、と
い
うこ
とで

あ
った
。

①
②

③
④

提
示
物

事
例
③

診
療
記
録
の
研
究
利
用
オ
プ
ト
ア
ウ
ト
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イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
シ
ナ
リ
オ

3．
事
例
15
　ア

プ
リや

その
判
定
結
果
を
どう
使
うか

(病
院
ve
r.)
の
ケ
ー
ス

3
事
例
15
に
つ
い
て
、イ
ラ
ス
ト
を
共
有
し
、読

み
上
げ
る

※
コマ
を
１
枚
ず
つ
提
示
し
説
明
。

15
◎
(1
)
純
粋
想
起
で
の
反
応

(そ
の
後
は
提
示
を
下
げ
る
)

－
この

ケ
ー
ス
に
つ
い
て
どう
思
い
ま
し
た
か
。

第
一
印
象
／
背
景
とな

る
気
持
ち

・
良
い
と思

った
点

・
懸
念
点

・
他
の
人
の
意
見
を
聞
い
て
どう
思
った
か

Lさ
ん
の
意
見
を
提
示
し
読
み
上
げ
(9
5～

10
2行

目
)

・
Lさ
ん
の
意
見
を
聞
い
て
どう
思
い
ま
し
た
か
？

Lさ
ん
の
意
見
を
聞
い
て
態
度
が
変
わ
る
か

12
(2
)
最
適
な
使
い
方
に
つ
い
て

ア
プ
リと
い
う表

現
の
ポ
ジ
・ネ
ガ
は
出
れ
ば
確
認

－
この

ア
プ
リを
使
うこ
とに
よ
る
懸
念
点
や
リス
クを
避
け
る
た
め
に
は
どん
な
使
い
方
を
し
て
ほ
し
い
で
す
か
？

－
この

ア
プ
リを
うま
く活

用
し
て
も
らう
方
法
は
あ
る
と思

い
ま
す
か
？

・
ア
プ
リで
判
定
し
て
も
い
い
場
合
は
どん
な
時
か
？
判
定
す
べ
き
で
な
い
場
合
は
どん
な
時
か
？

・
ア
プ
リで
判
定
し
て
も
い
い
人
・判

定
す
べ
き
で
な
い
人
は
い
る
か
？

・
どん
な
ル
ー
ル
で
使
うべ
き
か
？

1:
12

30 4．
事
例
12
　診

療
記
録
の
研
究
利
用
とオ
プ
トア

ウト
の
ケ
ー
ス

3
事
例
12
に
つ
い
て
、イ
ラ
ス
ト
を
共
有
し
、読

み
上
げ
る

※
コマ
を
１
枚
ず
つ
提
示
し
説
明
。

20
◎
(1
)
純
粋
想
起
で
の
反
応

(そ
の
後
は
提
示
を
下
げ
る
)

－
この

ケ
ー
ス
に
つ
い
て
どう
思
い
ま
し
た
か
。

・
この

や
り方

で
問
題
な
い
か
？
　気

に
な
る
こと
が
あ
る
？

第
一
印
象
／
背
景
とな

る
気
持
ち

・
良
い
と思

った
点
、そ
う思

う理
由

・
懸
念
点

・
他
の
人
の
意
見
を
聞
い
て
どう
思
った
か

他
の
人
の
意
見
を
聞
い
て
態
度
が
変
わ
る
か

Iさ
ん
の
意
見
を
提
示
し
、読

み
上
げ
(1
7～

21
行
目
)

・
Iさ
ん
の
意
見
を
聞
い
て
、ど
う感

じ
ま
し
た
か
。

Iさ
ん
の
意
見
を
聞
い
て
態
度
が
変
わ
る
か

－
この

よ
うな

方
法
は
知
って
い
ま
し
た
か
？

この
ケ
ー
ス
との
距
離
感
を
把
握

・
病
院
とか
で
貼
り紙

や
w
eb
サ
イ
トを
見
る
こと
は
あ
りま
す
か
？

－
そ
も
そ
も
ご
自
身
の
情
報
を
研
究
に
利
用
され

て
も
い
い
と思

い
ま
す
か
。

※
自
分
事
とし
て
改
め
て
確
認

(適
宜
説
明
：
大
学
病
院
以
外
の
小
さい

病
院
で
も
企
業
と提

携
して

お
り、
情
報
利
用
され

て
い
る
場
合
も
あ
る
)

・
この

方
法
で
、研

究
利
用
され

る
こと
に
納
得
で
き
る
？
懸
念
点
は
あ
る
？

・
この

方
法
で
、利

用
を
断
れ
そ
うか
？
懸
念
点
は
あ
る
？

(2
)
最
適
な
方
法
に
つ
い
て

12
◎

－
どの
よ
うな

方
法
で
情
報
提
供
され

た
ら納

得
で
き
そ
うで
す
か
？

どん
な
方
法
で
あ
れ
ば
よ
い
か

・
(個

々
で
許
諾
を
取
って
欲
し
い
場
合
)病

気
の
説
明
の
合
間
に
、情

報
提
供
の
説
明
や
署
名
を
受
け
て
も
い
い
か
？

・
一
人
ひ
とり
か
ら許

諾
を
とる
以
外
の
方
法
で
、ど
ん
な
方
法
が
理
想
的
か
？

－
掲
示
や
w
eb
サ
イ
トで

の
情
報
提
供
で
、気

づ
け
る
と思

うか
？

・
何
だ
った
ら気

づ
け
そ
うか

－
どの
タイ
ミン
グ
で
情
報
提
供
し
て
ほ
し
い
か

1:
47

35 5．
補
足
、追

加
質
問

(1
)
追
加
質
問
、ク
ロ
ー
ジ
ン
グ

・
追
加
質
問
の
確
認

2:
00

13
・
対
象
者
へ
丁
重
に
御
礼
を
述
べ
、閉

会
終
了

重
要 度

1．
導
入
(1
)　
趣
旨
説
明

　
・
目
的
説
明
：
本
日
は
、事

前
に
読
ん
で
き
て
い
た
だ
い
た
ケ
ー
ス
を
用
い
て
色
々
な
率
直
な
ご
意
見
を
伺
い
、

医
療
現
場
で
の
AI
導
入
に
向
け
た
対
策
の
参
考
とさ
せ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と思

い
ま
す
。

・
ル
ー
ル
：
い
ろ
い
ろ
な
人
の
意
見
を
聞
き
た
い
の
で
、他

の
人
と違

う意
見
で
あ
って
も
、遠

慮
せ
ず
、

普
段
思
って
い
る
こと
や
、そ
の
場
で
感
じ
た
こと
を
自
由
に
話
し
て
くだ
さい

。
今
回
の
目
的
は
、み

な
さん

で
一
つ
の
意
見
に
ま
とめ
て
い
た
だ
くこ
とで
は
な
く、
色
ん
な
価
値
観
の
人
の
意
見
を
き
くこ
とで
す
。

他
の
人
の
意
見
は
、他

の
人
の
意
見
とし
て
、全

く違
う意

見
で
も
、遠

慮
せ
ず
出
し
て
い
た
だ
き
た
い
と思

い
ま
す
。

・
オ
ン
ライ
ン
上
の
注
意
点
：
普
段
よ
り身

振
り手

振
りを
大
げ
さに

、大
き
め
の
声
で
話
し
て
くだ
さい

。
・
個
人
情
報
：
分
析
を
目
的
とし
て
録
音
・録

画
を
させ

て
い
た
だ
き
ま
す
が
、

録
音
・録

画
の
内
容
は
、担

当
者
が
分
析
の
み
を
目
的
とし
て
閲
覧
し
ま
す
の
で
ご
安
心
くだ
さい

。
ま
た
、先

ほ
どご
案
内
し
た
者
の
よ
うに
別
室
で
モ
ニ
タリ
ン
グ
し
て
い
る
担
当
者
も
い
ま
す
が
ご
了
承
くだ
さい

。
0:
05

5
(2
)　
自
己
紹
介

・
同
居
家
族
、一

人
暮
らし
を
し
て
い
る
親
が
い
る
か
、会

う頻
度

■
参
加
者
間
の
ラポ

ー
ル
形
成

・
趣
味
・最

近
の
関
心
ご
と

■
対
象
者
の
属
性
確
認
（
ご
く簡

単
に
)

0:
10

5
2．

事
例
13
　A
Iの
力
を
借
りる
見
守
りの

ケ
ー
ス

3
事
例
13
に
つ
い
て
、イ
ラ
ス
ト
を
共
有
し
、読

み
上
げ
る

※
コマ
を
１
枚
ず
つ
提
示
し
説
明
。

15
◎
(1
)
純
粋
想
起
で
の
反
応

(そ
の
後
は
提
示
を
下
げ
る
)

－
人
が
訪
問
す
る
の
で
は
な
く、
人
の
手
が
及
ば
な
い
とこ
ろ
を
機
械
に
委
ね
る
とい
うこ
とに
つ
い
て
どう
思
い
ま
し
た
か
。

・
良
い
と思

った
点

第
一
印
象
／
背
景
とな

る
気
持
ち

・
懸
念
点

・
他
の
人
の
意
見
を
聞
い
て
どう
思
った
か

他
の
人
の
意
見
を
聞
い
て
態
度
が
変
わ
る
か

Jさ
ん
の
家
族
とJ
さ
ん
の
意
見
を
提
示
し
、読

み
上
げ
(4
4～

47
行
目
)

・
Jさ
ん
の
家
族
、J
さん

の
意
見
を
聞
い
て
どう
思
い
ま
し
た
か
？

Jさ
ん
の
意
見
を
聞
い
て
態
度
が
変
わ
る
か

－
こう
い
った
サ
ー
ビス
を
利
用
す
る
場
合
、何

に
一
番
気
を
付
け
な
い
とい
け
な
い
と思

い
ま
す
か
？

12
◎
(2
)
最
適
な
使
い
方
に
つ
い
て

－
Jさ
ん
の
家
族
の
状
況
に
な
った
ら、
この

よ
うな

サ
ー
ビス
を
使
い
た
い
か

※
例
を
提
示

サ
ー
ビ
ス
の
例
を
提
示

・自
動
音
声
電
話
が
定
期
的
に
か
か
って
き
て
、

・
使
い
た
い
サ
ー
ビス
・使

い
た
くな
い
サ
ー
ビス
は
あ
る
か
？
そ
の
理
由

本
人
に
回
答
を
求
め
る

・
ご
自
身
の
生
活
に
変
化
は
あ
りそ
うか
？

・普
段
か
ら見

守
る
仕
組
み
とし
て
、室

内
の

・
Jさ
ん
(ご
自
身
の
家
族
)と
の
関
係
に
変
化
は
あ
りそ
うか
？

家
電
に
設
置
し
た
セ
ン
サ
ー
とA
Iを
組
み
合
わ
せ
て

日
常
生
活
の
状
況
を
感
知
す
る

－
自
分
自
身
が
Jさ
ん
の
立
場
だ
った
ら、
どう
感
じ
ま
す
か
？

・血
圧
の
測
定
結
果
が
自
動
的
に
発
信

・
使
い
た
い
サ
ー
ビス
・使

い
た
くな
い
サ
ー
ビス
は
あ
る
か
？
そ
の
理
由

・薬
の
服
用
忘
れ
を
教
え
て
くれ
た
りす

る
・
ご
自
身
の
生
活
に
変
化
は
あ
りそ
うか
？

・
家
族
との
関
係
に
変
化
は
あ
りそ
うか
？

－
どの
よ
うな

使
い
方
が
最
適
だ
と思

い
ま
す
か
？
(前

段
で
出
な
け
れ
ば
)

どん
な
方
法
で
あ
れ
ば
よ
い
か

・
最
適
な
組
み
合
わ
せ
方
は
あ
る
か
？

0:
40

30
0:
42

2

留
意
点

質
問
の
意
図
/仮
説

質
問
内
容

Ti
m
e

Ta
bl
e

2分
休
憩
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全
体
ま
と
め

印
象
（
受
容
性
）

懸
念
点

事
例
①

AI
に
よ

る
見
守 り

■
親
の
危
険
な
状
況
を
察
知
す
る
点
で
便
利
な
一
方
、懸

念
点
は
多
い

(懸
念
点
は
右
枠
に
記
載

)
■
良
い
点

・万
一
の
危
険
を
防
げ
る
（
元
気
とわ

か
る
、転

倒
を
教
え
て
くれ
る
、

い
つ
も
と違

うと
わ
か
る
、火

元
確
認
、外

出
か
ら戻

らな
い
等
）

・家
族
と、
第
三
者
（
セ
コム

等
）
へ
も
危
険
を
知
らせ

られ
る

・親
が
、一

人
の
寂
しさ
を
軽
減
させ

られ
そ
う

・A
I導
入
で
話
題
が
増
え
、親

子
の
会
話
が
増
え
そ
う

【家
電
セ
ン
サ
ー

/血
圧

/薬
服
用
】

・【
家
電
セ
ン
サ
ー
】行

動
の
詳
細
ま
で
わ
か
らず

とも
、い

つ
も
と同

じで
元
気
か
が
わ
か
る
だ
け
で
も
よ
い

・【
家
電
セ
ン
サ
ー

/血
圧
】情

報
を

1週
間
な
どま
とめ

て
提
供
され

る
と

嬉
しい

・【
薬
服
用
】薬

の
飲
み
忘
れ
は
、気

に
な
る
こと
の
一
つ
な
の
で
嬉
しい

・【
薬
服
用
】楽

しく
面
白
く通

知
して

くれ
る
と、
親
も
子
も
楽
しみ

な
が

らで
き
る

•カ
メラ
の
見
守
りは

、監
視
され

て
い
る
強
い
拒
絶
感
。セ

ン
サ
ー
で
も
同
様

(一
部

)
•知

られ
た
くな
い
こと
ま
で
知
られ

て
しま

う(
トイ
レ
回
数
や
人
づ
き
あ
い
等

)
•親

は
、年

寄
扱
い
され

て
い
る
と感

じる
•親

は
、機

械
や
新
しい

も
の
に
拒
否
反
応
を
起
こし
そ
う

•親
に
よ
って
合
うも
の
が
違
う。
徐
々
に
受
け
入
れ
て
も
らう
必
要
が
あ
る

•親
子
で
事
前
の
合
意
形
成
が
重
要
。第

三
者
が
い
た
方
が
よ
さそ

う
•セ

ン
サ
ー
の
エ
ラー

、通
信
障
害

•個
人
情
報
の
漏
洩

【自
動
音
声
電
話
サ
ー
ビス

/家
電
セ
ン
サ
ー

/血
圧

/薬
服
用
】

•【
自
動
音
声
電
話
サ
ー
ビス

】機
械
的
な
音
声
の
会
話
は
寂
しい

。気
が
滅
入
りそ
う

•【
家
電
セ
ン
サ
ー
】親

の
行
動
に
つ
い
て
の
通
知
頻
度
が
あ
ま
りに
多
い
と煩

わ
しい

•【
血
圧
】せ
っか

くの
AI
機
器
も
、装

備
し忘

れ
が
あ
りそ
う

•【
薬
服
用
】「
薬
飲
み
忘
れ
感
知
」は
あ
りが

た
い
が
「飲

み
こん

だ
」ま
で
わ
か
らな

い
と意

味
な
い

事
例
②

ア
プ
リで

入
院
可

否
判
定

■
ア
プ
リ導

入
は
コロ
ナ
逼
迫
時
で
あ
れ
ば
よ
い
が
、

「医
者
の
判
断
も
入
れ
る
べ
き
」と
い
う人

が
非
常
に
多
い

■
ア
プ
リ導

入
に
賛
同
す
る
人
も
一
部
い
た

理
由
は
、人

の
判
断
よ
り客

観
的
で
ブ
レ
が
少
な
い
、手

続
き
が
短
縮
され

て
よ
い
（
コロ
ナ
濃
厚
接
触
経
験
よ
り）

・医
者
しか

わ
か
らな

い
こと
（
顔
色
等
）
が
あ
る

・微
妙
な
情
報
ま
で
伝
え
られ

な
い

・ア
プ
リの
信
頼
度
（
実
績
が
少
な
い
・日

本
人
デ
ー
タで

な
い
）

・（
少
な
い
）
ア
プ
リに
頼
りす

ぎ
て
、医

者
の
能
力
が
落
ち
る

＜
そ
の
他
要
望
＞

・入
院
で
き
な
い
納
得
す
る
理
由
を
客
観
的
情
報
で
示
して

ほ
しい

・入
院
で
き
ず
症
状
が
悪
化
した

場
合
の
サ
ポ
ー
トを

示
して

ほ
しい

事
例
③

診
察
記

録
オ
プ
ト

ア
ウ
ト

■
カル

テ
は
個
人
情
報
な
の
で
、一

般
的
に
「事

前
の
本
人
同

意
」は
必
須
で
あ
り、
事
例
は
不
誠
実
と感

じる
■
医
療
発
展
の
た
め
診
察
情
報
提
供
は
した

い
た
だ
し、
個
人
情
報
が
特
定
され

な
い
も
の
に
限
る

・個
人
情
報
の
事
前
同
意
は
、ふ

だ
ん
見
な
い
掲
示
版
や

H
Pで
は
だ
め
で
、

患
者
本
人
が
直
接
知
る
同
意
が
必
要

（
例
：
書
面
・対

面
説
明
（
医
者

/窓
口
等
）
・診

察
前
の
問
診
票
、

会
計
時
に
紙
・メ
ー
ル
返
信
・電

話
な
ど）

・病
院
で
は
な
く、
企
業
が
使
用
す
る
こと
の
方
が
抵
抗
感
が
高
ま
る

イン
タビ
ュー

全
体
の
傾
向
を
本
ペ
ー
ジ
に
ま
とめ
た
。
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事
例
①

Jさ
ん
（

82
歳
）
は
、住

み
慣
れ
た
家
で
長
年
一
人
暮
らし
を
して

お
り、
遠
方
に
住
む
家
族
は
月
に
数
回
電
話
を
した

り来
訪
した

りし
て
様
子
を
見
て
い
た
。最

近
、体

力
の
衰
え
か
らJ
さん

は
転

倒
して

怪
我
を
して

しま
い
、入

院
が
必
要
に
な
った
。

以
前
か
ら高

血
圧
の
た
め
に
、服

薬
を
した

り、
生
活
習
慣
に
気
を
つ
け
た
りし
て
い
た

Jさ
ん
で
あ
った
が
、退

院
後
は
物
忘
れ
が
目
立
つ
よ
うに
な
り、
こう
した

測
定
や
服
薬
を
しっ
か
り行

え
て
い
る
か
ど

うか
、J
さん

の
家
族
は
心
配
して

い
た
。

家
族
が
集
ま
って
話
し合

った
結
果
、J
さん

の
健
康
状
況
を
遠
くか
らで

も
把
握
で
き
る
手
段
を
検
討
す
る
こと
に
した

。
Jさ
ん
の
家
族
は
い
ず
れ
も
遠
方
に
住
ん
で
い
る
こと
か
ら、
自
身
らが

J宅
を
来
訪
す
る
回
数
を
増
や
す
こと
に
は
限
界
が
あ
る
。そ
の
た
め
、民

間
の
「見

守
りサ

ー
ビス

」の
利
用
を
考
え
る
こと
に
し
た
。

見
守
りサ

ー
ビス

に
は
い
くつ
か
の
種
類
が
あ
る
よ
うだ

。例
え
ば
、人

（
ス
タッ
フ）

が
一
定
の
頻
度
で
直
接
訪
問
して

、近
況
や
生
活
を
確
認
す
る
タイ
プ
。人

が
訪
問
す
る
の
で
は
な
く、
自
動
音
声

電
話
が
定
期
的
に
か
か
って
き
て
、本

人
に
回
答
を
求
め
る
タイ
プ
も
あ
る
とい

う。
そ
の
他
、普

段
か
ら見

守
る
仕
組
み
とし
て
、室

内
の
家
電
に
設
置
した

セ
ン
サ
ー
とA

Iを
組
み
合
わ
せ
て
日
常
生
活
の

状
況
を
感
知
す
る
タイ
プ
も
あ
る
。よ
り高

度
な
も
の
とし
て
は
、血

圧
の
測
定
結
果
が
自
動
的
に
発
信
され

た
り、
薬
の
服
用
忘
れ
を
教
え
て
くれ
た
りす

る
サ
ー
ビス

も
あ
る
とい

う。
家
族
の
中
で
は
、こ
れ
ら多

くの
サ
ー
ビス

を
組
み
合
わ
せ
る
こと
で
Ｊ
さん

を
しっ
か
り見

守
る
こと
が
で
き
る
とい

う期
待
が
大
き
い
。J
さん

は
、こ
うし
た
検
討
に
感
謝
して

い
て
、基

本
的
に
は
お
任
せ
し

た
い
つ
も
りで

い
る
。一

方
で
、自

分
の
生
活
に
どの

よ
うな

変
化
が
あ
る
の
か
、気

に
も
して

い
る
。

①
②

③
④

⑤

【
事
例
①
】

AI
に
よ
る
見
守
り

提
示
物
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【
事
例
①
】

AI
に
よ
る
見
守
り

サ
マ
リ
ー

1

◆
AI
に
よ
る
見
守
りに
つ
い
て
、「
人
とA
Iの
両
方
で
見
守
る
仕
組
み
」が
求
め
られ

た
。A

Iに
つ
い
て
親
の
危
険
な
状
況
を
察
知
で
き
る
点

は
ポ
ジ
テ
ィブ
に
捉
え
られ

た
が
、気

持
ち
の
ケ
ア
等
AI
で
は
対
応
で
き
な
い
部
分
が
あ
る
とい
う意

見
が
多
く挙

が
った
。

◆
導
入
が
一
番
の
ハ
ー
ド
ル
で
あ
り、
親
の
気
持
ち
を
考
慮
した

上
で
、個

人
に
合
った
も
の
を
徐
々
に
導
入
す
る
必
要
が
あ
る
よ
うだ
。

◆
カメ
ラで

の
見
守
りは

監
視
され

て
い
る
意
識
が
強
く持

た
れ
た
。

ポ
ジ
テ
ィブ
な
意
見

懸
念
点

◆
見
守
り対

象
の
様
子
が
分
か
る

•元
気
で
い
る
こと
が
分
か
る

•倒
れ
た
こと
を
教
え
て
くれ
る

•い
つ
も
と違

う行
動
を
して

い
る

◆
万
が
一
の
危
険
を
防
げ
る

•火
元
の
つ
け
っぱ

な
し

•転
倒

•外
出
して

何
時
間
も
戻
らな

い

◆
第
三
者
へ
の
情
報
提
供
で
危
険
時
に

即
対
応
で
き
そ
う

•家
族
以
外
の
第
三
者

(自
治
体
や
近
くの
ケ

ア
マ
ネ
ー
ジ
ャー

、セ
コム

等
)に
も
情
報
共
有

し、
家
族
が
来
られ

な
い
時
に
代
わ
りに
駆
け

付
け
る
連
携
サ
ー
ビス

◆
寂
し
さ
が
軽
減
し
そ
う

(親
が
イ
ン
ド
ア
で
人
見
知
りタ
イ
プ
の
場
合
)

•A
Iが
話
しか

け
る
こと
で
親
の
寂
しさ
軽
減
に

つ
な
が
りそ
う

◆
親
との
会
話
が
増
え
そ
う(
一
部
)

・親
の
様
子
を
子
が
把
握
す
る
こと
で
会
話
が
増

え
た
り、
見
守
りA

Iが
会
話
の
ネ
タに

な
りそ
う

◆
導
入
が
ハ
ー
ド
ル
(見
守
る
＝
年
寄
扱
い
と感

じ
る
/新
し
い
機
械
へ
の
ネ
ガ
)

•年
寄
扱
い
され

る
事
に
反
感
を
感
じる

親
も
い
る
。導

入
しよ

うと
して

も
、拒

否
され

そ
う

•親
世
代
は

PC
や
ス
マ
ー
トフ
ォン
に
疎
く、
新
しい

モ
ノに

は
拒
否
反
応
を
起
こし
そ
う

➡
親
に
合
った
も
の
を
段
階
的
に
導
入
し
、徐
々
に
受
け
入
れ
て
も
ら
う必

要
が
あ
る

➡
感
情
的
に
な
ら
な
い
よ
う第

三
者
も
含
め
た
話
し
合
い
、本
人
との
合
意
形
成
が
重
要

◆
カ
メ
ラ
で
の
見
守
りは
監
視
さ
れ
て
い
る
気
持
ち
に
な
る

•会
って
い
る
、電

話
して

い
る
交
友
関
係
／
銀
行
の
口
座
番
号
等
の
個
人
情
報
ま
で
知
られ

て
しま

う

◆
親
との
コミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン
が
減
りそ
う

•A
I任
せ
に
な
って
しま

い
、訪

問
・ビ
デ
オ
カメ
ラ・
電
話
な
どで

直
接
、親

とコ
ミュ
ニ
ケ
ー
シ
ョン
を
とる
機
会

が
減
って
しま

う

◆
人
の
気
持
ち
ま
で
は
分
か
ら
な
い

•A
Iは
、簡

単
な
機
械
的
な
会
話
は
で
き
る
が
、人

の
気
持
ち
を
汲
み
取
る
繊
細
な
会
話
は
難
しい

◆
新
た
な
病
気
の
発
見
は
で
き
な
い
(認
知
症
な
ど)

•一
人
暮
らし
で
一
番
怖
い
の
は
認
知
症
だ
が
、A

Iで
は
認
知
症
の
発
見
ま
で
は
で
き
な
い

◆
通
信
障
害
や
故
障
（
エ
ラ
ー
）

•通
信
障
害
が
起
き
て
しま

うと
、連

絡
が
取
れ
な
くな
って
しま

う
•セ
ン
サ
ー
が
ず
れ
た
りし
て
エ
ラー

が
起
こる

◆
料
金
が
高
そ
う、
情
報
漏
洩
に
つ
な
が
りそ
う

A I 見 守 り 全 般 に つ い て の 受 容 性
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【
事
例
①
】

AI
に
よ
る
見
守
り

サ
マ
リ
ー

2

【1
】

自
動
音

声
電
話

が
本
人

に
回
答
を

求
め
る

サ
ー
ビ
ス

ポ
ジ
テ
ィブ
な
意
見

懸
念
点

◆
雑
談
機
能
が
あ
る
と良

い
(親
が
イ
ン
ド
ア
で
人
見
知
りタ
イ
プ
の
場
合
)

•し
ゃべ

りた
が
って
い
る
の
で
、雑

談
機
能
が
あ
る
と寂

しく
な
さそ

う

◆
電
話
に
出
ら
れ
な
い

•耳
が
遠
い
／
固
定
電
話
か
ら離

れ
た
場
所
に
い
る
こと
が
多
い
／

オ
レ
オ
レ
詐
欺
を
防
ぐた
め
、あ

ま
り電

話
に
出
な
い

◆
機
械
的
な
音
声
は
寂
し
さ
を
感
じ
る
、毎
度
同
じ
だ
と気

が
滅
入

りそ
う

◆
電
話
で
の
受
け
答
え
か
ら
親
の
異
常
を
把
握
す
る
の
は
難
し
い

呈 示 し た サ ー ビ ス に つ い て の 受 容 性

【2
】

家
電
に

設
置
し
た

セ
ン
サ
ー

で
日
常

生
活
の

状
況
を

感
知
す
る

サ
ー
ビ
ス

◆
危
険
な
状
況
を
セ
ン
サ
ー
で
感
知
で
き
る
点
は
好
評

・外
出
して

何
時
間
も
戻
って
こな

い
時
／
ベ
ッド
か
ら落

ち
た
時

◆
行
動
の
詳
細
で
な
く、
変
わ
ら
ず
元
気
か
だ
け
通
知
し
て

くれ
る
な
ら
良
い
(さ
りげ
な
く見
守
る
)

•行
動
の
詳
細
で
は
な
く、
変
わ
らず

元
気
で
あ
る
こと
／
普
段
と

違
う行

動
が
な
い
か
を
知
りた
い

•監
視
され

て
い
る
意
識
に
な
らな

い
仕
組
み
だ
と良

い

◆
情
報
が
ま
とめ
て
、提
供
さ
れ
る
と良

い
•都

度
通
知
され

る
とわ

ず
らわ

しさ
を
感
じる

た
め
、1
週
間
～

10
日
間
に

1回
ぐら
い
の
デ
ー
タを

ま
とめ

て
、送

って
欲
しい

◆
【1
】音

声
電
話
の
サ
ー
ビス

は
年
配
者
が
電
話
に
出
る
こと
が
難
し
い
点
や
機
械
的
な
音
声
が
不
評
。

◆
【2
】セ
ン
サ
ー
の
サ
ー
ビス

は
、危
険
な
状
況
を
察
知
で
き
る
点
で
評
価
。ま
た
、カ
メ
ラ
で
は
な
い
の
で
監
視
さ
れ
て
い
る
印
象
を
持
つ
人
は

少
な
い
。行

動
の
詳
細
は
不
要
で
、“
普
段
と変

わ
りな
い
か
どう
か
”の
み
を
通
知
し
て
ほ
しい

とい
う意

見
や
、通

知
が
煩
わ
しい

の
で
一
定

期
間
の
デ
ー
タ
の
み
送
って
ほ
し
い
とい

う意
見
が
挙
が
った
。

◆
50
-6
0代

女
性
は
セ
ン
サ
ー
で
も
監
視
さ
れ
て
い
る
印
象
を
持
つ

◆
通
知
が
煩
わ
し
そ
う

•「
冷
蔵
庫
を
開
け
た
」な
ど１

回
１
回
の
通
知
は
、親

・子
とも
に
煩
わ
しい

◆
知
ら
れ
た
くな
い
こと
ま
で
知
ら
れ
て
し
ま
う

•ト
イレ

や
お
風
呂
の
回
数

◆
危
険
な
状
況
を
監
視
す
る
な
ら全

て
の
場
所
に
セ
ン
サ
ー
を
付
け
る

必
要
が
あ
る
の
で
、施

設
に
入
って
も
らっ
た
方
が
良
い

(5
0代

男
性

)
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【
事
例
①
】

AI
に
よ
る
見
守
り

サ
マ
リ
ー

3

◆
ス
マ
ー
ト
ウ
ォッ
チ
の
よ
うな
仕
組
み
の
場
合
、装
着
忘
れ
や
、装

着
方
法
に
よ
る
不
備
が
出
そ
う(
親
の
場
合
)

•血
圧
は
、つ

け
方
に
よ
って
数
値
は
変
わ
って
くる
し、
付
け
忘
れ
も
良
く起

こ
る
の
で
、上

手
く使

え
な
い
の
で
は
な
い
か
と不

安

◆
血
圧
デ
ー
タ
が
送
ら
れ
て
き
て
も
よ
く分
か
ら
な
い

•家
族
に
血
圧
の
デ
ー
タが

送
られ

て
き
て
も
、数

値
を
正
しく
理
解
で
き
な
い

【3
】

血
圧
の
測

定
結
果
が

自
動
的
に

発
信
さ
れ

る
サ
ー
ビ
ス

◆
健
康
状
態
が
把
握
で
き
そ
う、
些
細
な
変
化
・ス
ト
レ
ス
に

気
づ
け
そ
う

◆
医
療
機
関
に
も
情
報
提
供
さ
れ
る
と良

い
•素

人
に
は
分
か
らな

い
の
で
医
療
機
関
に
提
供
して

ほ
しい

◆
血
圧
以
外
も
発
信
し
て
ほ
し
い

•バ
イタ
ル
、体

温
、心

拍
数
、親

が
患
って
い
る
病
気
の
数
値
な
どが

、医
療
機
関
と家

族
に
通
知
され

る
と良

い

◆
褒
め
て
くれ
る
機
能
が
あ
る
と面

白
い

•毎
日
測
る
と、
”こ
の
調
子

!!
”と
褒
め
て
も
らえ

る
と、
面
白
い

【4
】

薬
の
服
用

忘
れ
を
教

え
て
くれ
る

サ
ー
ビ
ス

◆
飲
み
忘
れ
を
防
げ
る
の
は
良
い

※
飲
み
こむ
ま
で
は
分
か
ら
な
い
とい
う意

見
を
聞
くと
、納
得
し
不
安

を
感
じ
る
人
が
大
半

◆
家
族
で
は
な
く本
人
に
音
声
で
通
知
で
き
た
ら
良
い

•家
族
に
通
知
が
い
き
、家

族
か
ら本

人
に
伝
え
た
場
合
は
素
直
に
聞

き
入
れ
な
い
可
能
性
が
あ
る

◆
元
気
が
出
る
フレ
ー
ズ
で
通
知
し
て
くれ
る
と面

白
い

•「
毎
日
飲
ん
で
い
ま
す
！
」な
ど

◆
薬
を
飲
み
こむ
ま
で
感
知
す
る
サ
ー
ビ
ス
で
な
い
と意

味
が
な
い

（
介
護
経
験
者
）

•薬
箱
か
ら取

った
こと
で
、「
飲
ん
だ
」と
感
知
す
る
サ
ー
ビス

だ
と、
置
き
忘
れ
や

落
とし
て
しま

う等
が
考
え
られ

る
の
で
、不

十
分

◆
【3
】血

圧
自
動
発
信
サ
ー
ビス

は
見
守
り対

象
者
の
健
康
上
の
変
化
に
気
づ
け
る
点
は
評
価
され

た
が
、血
圧
を
測
定
す
る
装
置
の
装
着
忘

れ
等
を
不
安
視
す
る
意
見
も
挙
が
った
。

◆
【4
】服

用
忘
れ
通
知
サ
ー
ビス

は
概
ね
好
評
。一

方
、介

護
経
験
者
か
らは

今
ま
で
の
経
験

(手
か
ら薬

を
落
とし
て
しま

う、
飲
ん
だ
フリ
を
され

た
等

)か
ら、
服
用
も
れ
を
防
ぐた
め
に
は
薬
を
飲
み
こむ
ま
で
感
知
す
る
必
要
が
あ
る
とい
う意

見
が
挙
が
った
。

ポ
ジ
テ
ィブ
な
意
見

懸
念
点

呈 示 し た サ ー ビ ス に つ い て の 受 容 性
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事
例
②

Lさ
ん
（

23
歳
）
の
居
住
す
る
自
治
体
で
は
、こ
の
とこ
ろ
、新

型
コロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
へ
の
感
染
者
数
が
増
え
続
け
て
お
り、
入
院
を
希
望
し
て
も
病
床
数
が
足
りな

い
た
め
に
、入

院
が
遅
れ
た
り、

自
宅
療
養
中
に
死
亡
した

りす
る
人
も
で
て
い
た
。

Lさ
ん
も
、体

の
不
調
を
訴
え
て
受
診
した

とこ
ろ
、同

ウ
イル

ス
へ
の
感
染
が
判
明
した

。L
さん

は
基
礎
疾
患
を
有
して

お
り症

状
が
重
篤
化
す
る
か
も
しれ

な
い
が
、2

0代
で
症
状
が
ま
だ
軽
い
こ

とか
ら、
入
院
の
め
どが

な
か
な
か
立
た
な
い
の
で
は
な
い
か
とい

う不
安
が
あ
った
。し
か
し、
意
外
に
も
ス
ム
ー
ズ
に
入
院
す
る
こと
が
で
き
た
。

後
か
ら聞

い
た
こと
で
は
あ
る
が
、L
さん

が
受
診
した

病
院
で
は
、「
コロ
ナ
禍
の
病
床
の
効
率
的
な
確
保
に
寄
与
」す
る
こと
を謳

う判
定
ア
プ
リを
用
い
て
い
た
。こ
の
ア
プ
リは

、海
外
で
開
発
され

た
も
の
で
あ
って
、基

本
的
な
情
報
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
って
ス
コア

を
算
定
し
、コ
ロナ

に
か
か
った
患
者
の
「重

篤
化
す
る
可
能
性
の
高
さ」
を
予
測
す
る
も
の
で
あ
る
。人

が
判
定
す
る
よ
りも
速
く、

ま
た
よ
り多

くの
情
報
を
処
理
す
る
こと
が
で
き
る
メリ
ット
が
あ
る
うえ
、医

師
の
間
で
の
判
断
の
ぶ
れ
を
小
さく
す
る
効
果
が
見
込
ま
れ
て
い
た
。

た
だ
、日

本
で
は
ま
だ
使
用
の
実
績
が
少
な
く、
ス
コア

は
あ
くま
で
目
安
とさ
れ
、必

ず
しも

そ
の
判
定
し
た
とお

りに
な
る
とは

限
らな

い
。気

に
な
って

SN
Sに
て
検
索
した

とこ
ろ
に
よ
れ
ば
、こ
うし

た
ア
プ
リを
使
って
「入

院
不
要
」と
判
定
され

て
後
回
しに

され
た
人
に
は
、そ
の
後
自
宅
で
重
篤
化
した

人
も
い
た
よ
うで

あ
る。

①
②

③
④

⑤
⑥

【
事
例
②
】
ア
プ
リ
で
入
院
可
否
判
定

提
示
物
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【
事
例
②
】
ア
プ
リ
で
入
院
可
否
判
定

サ
マ
リ
ー

1

◆
ア
プ
リだ
け
で
な
く医
者
の
診
察
も
求
め
る
人
が
大
半
。ア
プ
リは

、医
者
の
診
察
を
前
提
とし
て
診
察
の
優
先
順
位
を
決
め
る
等
、一
時
振
り

分
け
の
役
割
とし
て
ア
プ
リを
使
って
ほ
し
い
よ
うで

あ
った
。

◆
そ
の
理
由
とし
て
、五
感
を
使
う診

察
は
医
者
に
し
か
で
き
な
い
、微
妙
な
病
状
な
どを
ア
プ
リで
は
伝
え
る
こと
が
で
き
な
い
等
が
挙
が
った
。

◆
人
の
よ
うに
ブ
レ
が
な
く一
定
の
基
準
で
客
観
的
に
判
断
し
て
も
ら
え
る
点
は
良
い
が
、医
者
の
判
断
も
欲
し
い

(特
に

60
代
男
性
は
、医

者
へ
の
信
頼
度
が
極
め
て
高
く、
ア
プ
リへ
の
信
頼
度
が
低
い
）

医
者
に
も
診
断
して

欲
しい

理
由

・呼
吸
音
、顔

色
、肌

に
触
れ
る
等
の
診
断
は
医
者
しか

で
き
な
い

・ア
プ
リを
信
頼
で
き
な
い

(判
定
実
績
が
少
な
い
／
日
本
人
の
デ
ー
タに

基
づ
い
て
い
な
い
）

・自
身
の
症
状
を
正
確
に
ア
プ
リに
反
映
で
き
る
の
か
不
安

・ア
プ
リで
は
病
状
を
偽
る
こと
が
で
き
て
しま

う
・微

妙
な
病
状
や
補
足
情
報
は
ア
プ
リで
は
伝
え
に
くい
の
で
は

そ
の
他
、ア
プ
リが
浸
透
して

しま
うと
、医

者
の
診
察
能
力
が
下
が
りそ
うと
い
った
意
見
も

だ
か
ら
、ア
プ
リは
医
者
の
診
察
の
前
段
階
とし
て
、一
時
的
な
振
り分
け
に
利
用
して
欲
し
い

・ア
プ
リを
使
って
、ト
リア
ー
ジ
の
よ
うに
重
症
度
を
選
別
して

、よ
り重

症
度
が
高
い
人
か
ら医

者
が
診
察
等

ア
プ
リだ
け
で
な
く医

者
の
診
断
を
求
め
る
人
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【
事
例
②
】
ア
プ
リ
で
入
院
可
否
判
定

サ
マ
リ
ー

2

◆
重
症
化
レ
ベ
ル
が
提
示
され

入
院
で
き
な
い
理
由
が
分
か
る
、重

症
度
が
中
程
度
の
場
合
は
医
者
の
診
察
を
受
け
られ

る
等
、条

件
付
き
で

あ
れ
ば
ア
プ
リの
み
の
診
断
を
受
容
す
る
人
も
み
られ

た
。

◆
一
部
で
は
あ
る
が
、人

よ
りも
ア
プ
リの
方
が
客
観
的
で
ブ
レ
が
少
な
い
た
め
信
用
で
き
る
とい
う人

も
。

◆
人
に
よ
る
ブ
レ
を
考
え
る
とア
プ
リで
判
断
す
る
方
が
信
頼
で
き
る

ア
プ
リに
判
断
して

も
らっ
た
方
が
、人

に
よ
る
ブ
レ
が
な
く公

平
／
人
が
診
断
で
亡
くな
った
場
合
は
人
を
恨
ん
で
しま

うが
、ア
プ
リで
あ
れ
ば
恨
む
こと
は
な
い

◆
(濃
厚
接
触
者
に
な
った
際
保
健
所
との
や
り取

りに
時
間
を
要
した
経
験
が
あ
る
人
)

手
続
き
や
診
断
の
時
間
が
短
縮
さ
れ
る
な
ら
受
け
入
れ
ら
れ
る

ア
プ
リの
み
の
診
断
を
受
け
入
れ
る
人

(一
部

)

◆
ア
プ
リの
診
断
結
果
＋
客
観
的
な
情
報
の
提
示
が
あ
る

ア
プ
リの
み
の
診
断
で
「入

院
不
可
」だ
と判

断
され

た
場
合
、全

感
染
者
の
うち
自
分
の
病
状
の
レ
ベ
ル
が
どの

レ
ベ
ル
だ
か
ら入

院
が
で
き
な
い
等
、

客
観
的
な
情
報
が
あ
る
と納

得
で
き
る

◆
ア
プ
リの
診
断
の
結
果
、明
ら
か
に
軽
症
の
人
は
ア
プ
リの
み
。ボ
ー
ダ
ー
ラ
イ
ン
の
人
は
医
者
が
診
察
して
ほ
し
い

◆
病
状
が
悪
化
し
た
時
に
、ま
た
診
断
して
も
ら
え
る
体
制
の
整
備

病
状
が
悪
化
した

際
、再

度
診
断
して

も
らえ

る
体
制
が
整
って
い
る
こと
が
、ア
プ
リで
の
診
断
時
に
情
報
提
供
され

れ
ば
問
題
な
い

◆
ア
プ
リの
診
断
で
軽
症
の
場
合
で
も
、自
覚
症
状
に
よ
って
は
別
の
病
院
を
受
診
(セ
カ
ン
ド
オ
ピ
ニ
オ
ン
)で
き
れ
ば
良
い

ア
プ
リの
み
の
診
断
を
受
け
入
れ
る
が
、条

件
有
り
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事
例
③

L大
学
病
院
を

3
年
ぶ
りに
訪
れ
た

Iさ
ん
（

53
歳
）
は
、病

院
の
掲
示
板
の
「患

者
さま

の
カル

テ
情
報
の
二
次
利
用
に
つ
い
て
の
お
知
らせ

」と
い
う貼

り紙
に
偶
然
目
が
留
ま
った
。

これ
に
は
、

①
企
業

S社
とこ
の
大
学
病
院
が
共
同
で
行
って
い
る
、画

像
診
断
の

AI
開
発
研
究
の
た
め
に
、過

去
10
年
間
に
当
院
で
診
断
を
受
け
た
人
の

M
RI
画
像
や
診
療
記
録
す
べ
て
が
企
業

S社
に
渡
され

る
こと
。

②
患
者
の
うち
で
自
身
の
記
録
・情

報
を
使
って
欲
しく
な
い
人
は
期
限
内
に
申
し出

る
こと
が
で
き
る
こと
、な

らび
に
そ
の
際
の
相
談
・連

絡
先
が
示
され

て
い
た
。

※
な
お
、そ
の
期
限
は
、I
さん

が
今
回
来
院
す
る
数
カ月

前
に
過
ぎ
て
お
り、
研
究
計
画
は
既
に
始
ま
って
い
る
よ
うで

あ
った
。

自
分
に
関
す
る
情
報
も
研
究
利
用
の
対
象
に
な
って
い
る
こと
を
初
め
て
知
った

Iさ
ん
は
、主

治
医
に
この

掲
示
に
つ
い
て
質
問
した

。
主
治
医
の
説
明
に
よ
れ
ば
、自

分
の
情
報
を
使
って
ほ
しく
な
い
とい

う患
者
の
希
望
を
聞
く方

法
とし
て
広
く利

用
され

て
い
る
方
法
で
あ
る
こと
（
「オ
プ
トア

ウ
ト」
とい

う方
法
らし
い
）
、患

者
に
必
要
な
情
報
が
伝
わ
る
よ
うに

と院
内
の
掲
示
に
加
え
て
病
院
の
ウ
ェブ
サ
イト

に
も
同
様
の
案
内
が
掲
載
され

て
い
る
、と
い
うこ
とで

あ
った
。

①
②

③
④

【
事
例
③
】
診
療
記
録
の
研
究
利
用
オ
プ
ト
ア
ウ
ト

提
示
物
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【
事
例
③
】
診
療
記
録
の
研
究
利
用
オ
プ
ト
ア
ウ
ト

サ
マ
リ
ー

1

医
療
の
発
展
の
た
め
に
、自
分
の
情
報
が
研
究
に
利
用
さ
れ
る
こと
に
は
好
意
的
。

第 一 印 象

・個
人
情
報
な
の
で
、事

前
に
本
人
の
同
意
を
、対

面
・電

話
で
得
る
必
要
が
あ
る
と思

う
・ふ
だ
ん
目
に
しな

い
掲
示
板
や

H
Pで
知
らせ

た
だ
け
で
同
意
とみ

な
す
の
は
不
誠
実

•オ
プ
トア

ウ
トの

仕
組
み
を
知
って
い
た
人
は

3人
（

18
人
中
）

•2
人
（

30
代
男
女
）
は
、病

院
や
研
究
所
で
「診

療
記
録
の
提
供
を依

頼
す
る
張
り紙

」を
見
て
、オ
プ
トア

ウト
とい
う仕

組
み
が

あ
る
こと
を
知
る
。ひ

とり
は
、詳

しく
仕
組
み
を
調
べ
た
。

•1
人
（

40
代
男
性
）
は
、医

者
か
らオ

プ
トア

ウ
トに

つ
い
て
説
明
され

た
。

医
療
の
た

め
の

自
分
の
情

報
提
供
に

つ
い
て

•提
供
して

も
い
い
…
個
人
が
特
定
され

な
い
も
の
（
年
齢
、性

別
、既

往
歴
、診

療
記
録
や

CT
画
像

•提
供
した

くな
い
・・
・個

人
が
特
定
され

る
も
の

（
名
前
、電

話
番
号
、生

年
月
日
、職

業
、顔

写
真
）

性
病
や
子
宮
が
ん
な
どデ

リケ
ー
トな

病
気
の
情
報
は
提
供
を
嫌
が
る
人
も
い
る
。

女
性
の
中
に
は
、目

線
を
つ
け
て
の
顔
写
真
を
提
供
す
る
の
が
嫌
な
人
も
い
る
。

◆
この

ケ
ー
ス
の
オ
プ
トア

ウト
に
対
し、
個
人
情
報
な
の
で
事
前
の
同
意
は
必
須
で
あ
り、
不
誠
実
と感

じる
人
も
い
た
。

個
人
的
に
は
これ

で
い
い
が
、世

間
一
般
的
に
無
理
が
あ
る
の
で
は
、と
い
う人

も
。

◆
一
部
オ
プ
トア

ウ
トを

知
って
い
る
人
は
、概

ね
受
け
入
れ
た
。

◆
な
お
、い

ず
れ
の
年
代
も
、医
療
の
発
展
の
た
め
に
自
分
の
情
報
を
研
究
に
利
用
して
も
ら
う事

に
対
して
は
好
意
的
で
、

個
人
が
特
定
され

る
デ
ー
タで

な
け
れ
ば
提
供
して

も
問
題
な
い
人
が
多
い
。

（
オ
プ
ト
ア
ウ
ト
に
関
わ
ら
ず
）
個
人
が
特
定
さ
れ
な
け
れ
ば
提
供
し
て
も
よ
い
。

個
人
が
特
定
さ
れ
る
も
の
、セ
ン
シ
テ
ィブ
な
病
歴
に
は
抵
抗
感

病
院
カ
ル
テ
は
個
人
情
報
な
の
で
、事
前
の
同
意
は
必
須
と感

じ
る
人
が
多
数
。

一
部
、オ
プ
ト
ア
ウ
ト
認
知
者
は
、概

ね
受
け
入
れ
た
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お
知
ら
せ

方
法

【
事
例
③
】
診
療
記
録
の
研
究
利
用
オ
プ
ト
ア
ウ
ト

サ
マ
リ
ー

2

•年
代
が
上
が
る
に
つ
れ
、正

式
な
書
面
で
の
同
意
書
や
医
者
か
らの

説
明
の
徹
底
を
求
め
る
。

•2
0・

30
代
は
、メ
ー
ル
、窓

口
で
の
説
明
、初

診
の
問
診
票
に
記
載
、会

計
時
に
説
明
の
紙
を
渡
す
な
ど、

カジ
ュア
ル
な
方
法
で
も
よ
い
とし
た
。

•返
信
が
な
い
人
に
は
電
話
で
確
認
して

ほ
しい

とい
う意

見
も
あ
った
。

•毎
回
の
説
明
は
不
要
で
、1
回
で
十
分
とさ
れ
た
。

要 望
•目

的
、使

い
方
、使

う範
囲
、期

間
、提

供
先
の
企
業
名
・情

報
に
つ
い
て
も
記
載
ま
た
は
説
明
が
必
要
。

•6
0代

女
性
は
、「
使
わ
せ
て
くだ
さい

」と
い
った
丁
寧
な
文
章
を
求
め
る
。

•臓
器
提
供
の
カー

ドよ
うに
、申

告
型
の
カー

ドに
して

、意
思
を
表
示
で
き
る
方
法
だ
と良

い
。

•情
報
を
提
供
した

くな
い
人
で
は
な
く、
提
供
した

い
人
の
み
申
告
す
る
。

•大
学
病
院
が
使
うこ
とは

問
題
は
な
い
が
、利

権
も
か
らん

で
特
定
の
企
業
が
使
用
す
る
の
は
、抵

抗
が
あ
る
。

（
60
代
男
性
）

•企
業
に
情
報
が
渡
る
の
で
、セ

ー
ル
ス
な
ど、
個
人
情
報
の
悪
用
を
恐
れ
て
い
る
。

◆
お
知
らせ

方
法
の
要
望
は
、年

代
が
上
が
る
に
つ
れ
て
、正
式
な
書
面
で
の
同
意
書
や
医
者
か
ら
の
説
明
の
徹
底
な
どを
求
め
る
人
が
多
い
。

一
方
、若

い
世
代
に
関
して

は
、メ
ー
ル
や
窓
口
で
の
説
明
な
ど、
カ
ジ
ュア
ル
な
方
法
で
も
許
容
す
る
人
が
多
い
傾
向
。

◆
一
部
、病

院
な
らよ
い
が
、企

業
が
利
用
す
る
こと
に
抵
抗
を
感
じる

人
も
。

同
意
は
、書

面
、対

面
（
医
者
/窓
口
/他
）
、問

診
票
、会

計
時
に
紙
な
どが
良
い
。

年
代
が
高
い
ほ
ど徹

底
合
意
を
望
む

詳
細
説
明
、丁
寧
な
言
い
方
を
望
む

そ
の
他

そ
の
他
不
安

病
院
で
は
な
く、
「企
業
」が
個
人
情
報
を
使
用
す
る
こと
に
抵
抗
感
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の
発
言

■
対
象
者
リス
ト
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【
事
例
①
】

AI
に
よ
る
見
守
り

-男
性
グ
ル
ー
プ

-

G5
_6

0代
以
上
男
性

G3
_4

0・
50
代
男
性

AI
に
期
待
し
て
い
る
事

•
AI
を
使
うこ
とに
よ
って
、全

て
人
で
行
って
い
た
作
業

が
軽
減
す
る
事
。

懸
念
点

•
地
震
、水

害
な
どで

通
信
障
害
が
起
き
る
と、
連
絡
が

取
れ
な
くな
って
しま

う不
安
が
あ
る
。

•
自
分
の
両
親
は
、P

Cや
ス
マ
ー
トフ
ォン
に
疎
い
の
で
、

AI
の
見
守
りに
抵
抗
を
感
じる

と思
う。

•
AI
で
の
会
話
は
、気

持
ち
を
汲
み
取
る
の
は
難
しい

と
思
う。
対
面
で
話
す
機
会
が
あ
る
と見

守
られ

る
側
が

安
心
す
る
の
で
は
な
い
か
と思

う。
•
見
守
られ

る
側
は
、牢

獄
に
い
る
感
覚
に
な
る
の
で
、

嫌
が
る
と思

う。G1
_2

0・
30
代
男
性

A
I

見
守
り

全
般
に

つ
い
て

A
Iに
期
待
し
て
い
る
事

•
遠
方
で
一
人
暮
らし
を
して

い
る
母
親
が
い
て
、週

1
回
ヘ
ル
パ
ー
を
雇
って
い
る
が
、そ
れ
だ
け
で
は
心
配
な

の
で
、A

Iで
薬
の
飲
み
忘
れ
な
どを
管
理
で
き
る
サ
ー

ビス
は
助
か
る
。

懸
念
点

•
AI
を
取
り入

れ
る
に
して

も
、あ

れ
も
これ

も
で
取
り入

れ
る
の
で
は
な
く、
「薬

の
飲
み
忘
れ
防
止
」な
ど徐

々
に
採
用
して

い
くべ
き
。

•
セ
ン
サ
ー
が
ず
れ
た
りし
て
エ
ラー

が
起
こる

の
で
は
な
い

か
と不

安
。

•
見
守
られ

る
側
は
、監

視
され

る
イメ
ー
ジ
を
持
つ
と思

う。
•

AI
を
導
入
す
る
こと
に
よ
って
、A

I任
せ
に
な
って
しま

い
、親

とコ
ミュ
ニ
ケ
ー
シ
ョン
が
少
な
くな
る
。

AI
に
期
待
し
て
い
る
事

•
見
守
りに
つ
い
て
は
、基

本
Fa

ce
 t

o 
Fa

ce
で
行
う

の
が
良
い
と思

うが
、実

際
人
だ
け
で
対
応
す
る
の
は
、

難
しい

の
で
、補

助
的
に

AI
が
補
うの

は
良
い
。

懸
念
点

•
カメ
ラで

撮
影
す
る
と、
そ
の
人
の
行
動
を
監
視
す
る
こ

とに
繋
が
る
の
で
、プ
ライ
バ
シ
ー
保
護
の
観
点
か
ら採

用
す
る
べ
き
で
は
な
い
。

•
カメ
ラだ

と、
銀
行
の
口
座
番
号
、ど
ん
な
相
手
と電

話
して

い
る
な
ど交

友
関
係
を
知
られ

る
。

•
身
に
着
け
る
タイ
プ
の
セ
ン
サ
ー
だ
と付

け
忘
れ
る
恐
れ

が
あ
る
。

赤
文
字
：
ポ
ジ
テ
ィブ
発
言

青
文
字
：
ネ
ガ
テ
ィブ
発
言
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【
事
例
①
】

AI
に
よ
る
見
守
り

-男
性
グ
ル
ー
プ

-

G5
_6

0代
以
上
男
性

G3
_4

0・
50
代
男
性

G1
_2

0・
30
代
男
性

【１
】

自
動
音
声
電

話
が
本
人
に

回
答
を
求
め

る
サ
ー
ビ
ス

【2
】

家
電
に
設
置

し
た
セ
ン
サ
ー

で
日
常
生
活

の
状
況
を
感

知
す
る

サ
ー
ビ
ス

提 示 し た 4 サ ー ビ ス の 印 象

懸
念
点

•
コン
ピ
ュー

ター
の
声
で
、「
体
調
は
どう
で
す
か
？
」

は
、機

械
的
。や

は
り、
人
と人

との
コミ
ュニ
ケ
ー

シ
ョン
が
大
事
。

懸
念
点

•
親
が
、「
子
供
が
電
話
した

くな
くな
った
ん
だ
」と

不
安
に
思
う。

•
自
動
音
声
は
、瞬

時
に
返
答
が
返
って
こな

か
っ

た
り、
相
槌
が
で
き
な
い
の
で
、人

間
味
が
な
くて

気
が
滅
入
る
。

懸
念
点

•
一
方
的
な
質
問
は
、寂

しい
。

•
「オ
レ
オ
レ
詐
欺
」な
ども
あ
る
の
で
、ふ

だ
ん
か
ら

電
話
に
そ
も
そ
も
出
な
い
の
で
難
しい

。留
守
電

を
聞
い
て
確
認
す
る
の
が
多
い
。

期
待
す
る
事

•
転
倒
は
、脳

の
病
気
に
繋
が
りや

す
い
の
で
、転

倒
した

こと
を
教
え
て
も
らえ

る
と有

難
い
。

•
情
報
は
、自

分
だ
け
で
は
な
く、
プ
ラス

で
介
護
士
、

看
護
師
な
ど近

くの
人
に
も
共
有
され

る
と良

い
。

懸
念
点

•
監
視
され

て
い
る
感
じが

強
い
の
で
、親

も
自
分
も

使
い
た
くな
い
。

期
待
す
る
事

•
1週

間
～

10
日
間
に

1回
ぐら
い
の
デ
ー
タを

ま
と

め
て
、送

って
欲
しい

。

期
待
す
る
事

•
ポ
ット
な
どを
使
って
、家

の
中
で
元
気
に
して

い
る
か
を
把
握
で
き
る
の
は
良
い
。

•
徘
徊
す
る
癖
が
あ
る
人
は
、玄

関
か
ら出

て
い
っ

た
き
り、
何
時
間
も
戻
って
こな

い
、体

が
不
自

由
な
人
で
あ
れ
ば
、ベ

ッド
か
ら落

ち
た
ら、
セ
ン

サ
ー
で
感
知
して

知
らせ

る
な
どは

、非
常
に
有

効
で
あ
る
。

懸
念
点

•カ
メラ
で
も
セ
ン
サ
ー
で
も
、イ
ン
ター

ネ
ット
か
ら、

個
人
情
報
が
第

3者
に
渡
る
恐
れ
が
あ
る
。

【3
】

血
圧
の
測
定

結
果
が
自
動

的
に
発
信
さ

れ
る
サ
ー
ビ
ス

【4
】

薬
の
服
用
忘

れ
を
教
え
て
く

れ
る
サ
ー
ビ
ス

期
待
す
る
事

•
病
院
と家

族
に
デ
ー
タが

発
信
され

る
と良

い
。

•
バ
イタ
ル
、体

温
、便

な
どの

状
態
な
どが

分
か
る
と

良
い
。

期
待
す
る
事

•
親
が
患
って
い
る
病
気
の
数
値
な
どが

、医
療
機

関
へ
送
られ

る
と良

い
。

•
自
動
的
に
測
定
され

、発
信
され

る
と良

い
。

•
心
拍
数
も
デ
ー
タと
して

あ
る
と良

い
。

•
1週

間
～

10
日
間
に

1回
ぐら
い
の
デ
ー
タを

ま
と

め
て
、送

って
欲
しい

。

懸
念
点

•
血
圧
は
、つ

け
方
に
よ
って
数
値
は
変
わ
って
くる

し、
付
け
忘
れ
も
良
く起

こる
の
で
、上

手
く使

え
な
い
の
で
は
な
い
か
。

期
待
す
る
事

•
薬
の
飲
み
忘
れ
を
知
らせ

て
も
らえ

る
シ
ス
テ
ム
は
、

自
分
自
身
が
忘
れ
る
こと
も
多
い
の
で
、有

難
い
。

懸
念
点

•
カメ
ラを

使
った
服
用
の
確
認
は
、監

視
され

て
い
る

イメ
ー
ジ
。

期
待
す
る
事

•
薬
箱
に
セ
ン
サ
ー
を
付
け
て
も
、置

き
忘
れ
な
ど

が
あ
る
の
で
、服

用
ま
で
分
か
る
と良

い
。

期
待
す
る
事

•
1週

間
～

10
日
間
に

1回
ぐら
い
の
デ
ー
タを

ま
と

め
て
、送

って
欲
しい

。

赤
文
字
：
ポ
ジ
テ
ィブ
発
言

青
文
字
：
ネ
ガ
テ
ィブ
発
言
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【
事
例
①
】

AI
に
よ
る
見
守
り

-女
性
グ
ル
ー
プ

-

G6
_6

0代
以
上
女
性

G4
_4

0・
50
代
女
性

AI
に
期
待
し
て
い
る
事

•
家
族
と離

れ
て
い
る
と、
万
が
一
の
時
に
、駆

け
付
け
ら

れ
な
い
の
で
、「
セ
コム

」な
どの

企
業
と連

携
して

、自
分
の
変
わ
りに
駆
け
付
け
て
も
らえ

る
仕
組
み
が
あ
る
と

助
か
る
。

•
セ
ン
サ
ー
が
感
知
して

、動
い
て
い
な
い
時
に
、ア
ル
ソ
ッ

クな
どの

企
業
の
方
が
ス
ピー

カー
を
通
して

「大
丈
夫

で
す
か
？
」と
声
を
か
け
て
くれ
て
、も
し返

答
が
な
け
れ

ば
、自

宅
に
駆
け
付
け
る
な
どの

サ
ー
ビス

だ
と良

い
。

懸
念
点

•
祖
母
は
顔
を
見
せ
に
行
くと
嬉
しそ

うに
して

た
の
で
、

AI
だ
け
に
任
せ
っき
りに
して

会
わ
な
い
と、
寂
しい

と感
じる

と思
う。

•
痴
呆
が
進
む
と、
自
分
で
薬
を
準
備
す
る
事
も
出
来

な
くな
る
の
で
、誰

か
しら

1日
分
の
薬
の
準
備
の
ほ
う

も
して

あ
げ
な
い
とダ
メだ

と思
う。

•
薬
に
関
す
る
セ
ン
サ
ー
は
口
ま
で
運
ん
で
飲
み
込
ん
だ

か
ま
で
を
、正

確
に
把
握
で
き
る
も
の
で
な
い
と意

味
が

な
い
。

•
自
分
の
親
の
世
代
は
、A

Iな
ど新

しい
機
器
を
受
け

入
れ
る
の
に
、抵

抗
が
あ
る
と思

う。
•
い
くら
家
族
で
も
、カ
メラ
で
見
られ

る
の
を
嫌
が
る
と思

うの
で
設
置
す
る
の
は
難
しい

。

G2
_2

0・
30
代
女
性

A
I

見
守
り

全
般
に

つ
い
て

AI
に
期
待
し
て
い
る
事

•
昔
、祖

母
が
生
き
て
い
た
時
、自

宅
に
到
着
した

ら、
倒
れ
て
い
た
り、
火
元
を
つ
け
っぱ

な
しだ

った
りと
い
うこ

とが
あ
った
。そ
うい

った
経
験
か
ら、

AI
の
見
守
りサ

ー
ビス

は
上
記
の
よ
うな

危
機
を
防
い
で
も
らえ

る
の
は
、

安
心
感
が
あ
る
。

•
自
治
体
や
近
くの
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャー

、セ
コム

な
どの

企
業
とA

Iが
連
携
して

、支
援
が
で
き
る
サ
ー
ビス

。

懸
念
点

•
見
張
られ

て
い
る
気
持
ち
に
な
る
とは

思
うの

で
、必

ず
承
諾
は
必
要
だ
と思

う。
•
一
人
暮
らし
の
親
で
、一

番
怖
い
の
は
認
知
症
。認

知
症
な
どの

兆
しは

、A
Iで
は
分
か
らな

い
と思

うの
で
、や

は
り定

期
的
な
人
の
訪
問
は
必
要
。

•
一
人
暮
らし
を
して

い
る
人
は
、“
自
分
の
こと
は
一
人

で
で
き
る
”と
い
う、
自
信
を
持
って
、の

び
の
び
と楽

しく
生
活
を
して

い
る
と思

うの
で
、見

守
りは

、見
張
られ

る
イメ
ー
ジ
を
持
つ
と思

う。

AI
に
期
待
し
て
い
る
事

•
情
報
の
提
供
が
一
方
的
に
な
らな

い
よ
うに
、交

換
日

記
とい

うス
タイ
ル
な
ら、
見
張
られ

て
い
る
感
覚
は
な

く、
情
報
が
提
供
で
き
そ
う。

懸
念
点

•
年
寄
扱
い
され

る
こと
に
、反

感
を
感
じて

しま
う親

だ
った
の
で
、も
し、
導
入
しよ

うと
して

も
、拒

否
され

た
と思

う。
•
仮
に
導
入
した

とし
て
も
、

AI
が
報
告
す
る
結
果
に

よ
って
、「
○
○
が
遅
い
」「
○
○
が
で
き
て
い
な
い
」と

問
い
詰
め
た
り、
多
少
、親

子
間
で
揉
め
る
こと
に
な
り

そ
う。

•
薬
を
飲
ん
だ
か
どう
か
、数

値
的
に
把
握
で
き
る
の
は
、

安
心
で
き
る
が
、親

は
薬
を
置
く場

所
も
決
ま
って
な

か
った
りし
た
の
で
、ど
うや

って
把
握
す
る
の
か
疑
問
に

思
う。

赤
文
字
：
ポ
ジ
テ
ィブ
発
言

青
文
字
：
ネ
ガ
テ
ィブ
発
言
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【
事
例
①
】

AI
に
よ
る
見
守

-女
性
グ
ル
ー
プ

-

G6
_6

0代
以
上
女
性

G4
_4

0・
50
代
女
性

G2
_2

0・
30
代
女
性

【１
】

自
動
音
声
電

話
が
本
人
に

回
答
を
求
め

る
サ
ー
ビ
ス

【2
】

家
電
に
設
置

し
た
セ
ン
サ
ー

で
日
常
生
活

の
状
況
を
感

知
す
る

サ
ー
ビ
ス

提 示 し た ４ サ ー ビ ス の 印 象

期
待
す
る
事

•
な
る
べ
く肉

声
に
近
い
声
で
、５

～
10
分
程
度
会

話
が
で
き
る
と良

い
。

•
家
族
や
主
治
医
の
先
生
の
方
が
喜
び
そ
う。

懸
念
点

•本
人
の
受
け
答
え
だ
け
で
異
常
が
あ
る
か
を
把
握
す

る
の
は
、難

しい
。

期
待
す
る
事

•定
期
的
に
朝
昼
晩
、「
本
人
か
ら回

答
あ
り」
と

通
知
が
来
る
と、
自
分
で
電
話
しな

くて
す
む
の
で

便
利
。

•
固
定
電
話
だ
と出

る
ま
で
に
時
間
が
か
か
る
の

で
、室

内
か
ら自

動
で
音
声
が
流
れ
て
、本

人
の

声
も
拾
うシ

ス
テ
ム
だ
と良

い
。

期
待
す
る
事

•
AI
に
雑
談
機
能
ま
で
あ
る
と、
寂
しく
な
くて
良

い
。A

Iだ
と緊

張
しな

くて
、気

楽
に
話
せ
る
。

懸
念
点

•
親
は
耳
が
遠
か
った
り、
固
定
電
話
か
ら離

れ
た

場
所
に
い
る
こと
も
多
か
った
の
で
、電

話
が
か

か
って
き
て
も
出
れ
な
い
と思

う。

懸
念
点

•
何
か
あ
った
時
に
通
知
が
来
る
の
は
良
い
が
、通

知
が
た
くさ
ん
来
る
と、
お
互
い
煩
わ
しい

と思
う。

懸
念
点

•
カメ
ラは

プ
ライ
バ
シ
ー
の
問
題
で
、親

が
設
置
を

嫌
が
る

期
待
す
る
事

•
「親

が
何
を
した

か
は
分
か
らな

い
形
」で
、「
何
と

な
く元

気
」を
知
らせ

て
くれ
る
程
度
の
方
が
、お

互
い
の
関
係
を
壊
さず

に
す
む
と思

う。
•
人
よ
りも

AI
の
方
が
正
確
に
判
断
して

くれ
る
と

思
うの

で
、A

Iが
普
段
と違

う行
動
を
とっ
た
と判

断
した

場
合
、子

供
に
通
知
して

くれ
る
とい

った
仕
組
み
。

【3
】

血
圧
の
測
定

結
果
が
自
動

的
に
発
信
さ

れ
る
サ
ー
ビ
ス

【4
】

薬
の
服
用
忘

れ
を
教
え
て
く

れ
る
サ
ー
ビ
ス

期
待
す
る
事

•
「A

pp
le

 W
at

ch
」の
よ
うな

装
置
を
身
に
つ
け
、

主
治
医
に
測
定
結
果
が
送
られ

る
。

懸
念
点

•
物
忘
れ
が
激
しい

人
だ
と充

電
を
忘
れ
そ
う。

•
血
圧
デ
ー
タが

送
られ

て
き
て
も
知
識
が
な
い
の
で

わ
か
らな

い
。

期
待
す
る
事

•
親
の
血
圧
が
、自

分
の
ス
マ
ー
トフ
ォン
に
送
られ

る
と、
病
状
の
悪
化
な
ど、
些
細
な
変
化
に
気
づ

け
る
。

期
待
す
る
事

•
血
圧
は
、毎

日
測
る
と、
ス
タン
プ
が
溜
ま
って
い

くシ
ス
テ
ム
で
、「
この

調
子
！
！
」な
ど褒

め
て
も

らえ
る
と、
面
白
い
。

•
【1
】～

【3
】も
含
め
、こ
れ
で
命
に
関
わ
る
よ
うな

こ
とが

予
防
で
き
る
な
ら良

い
(懸
念
点
、無

し)

期
待
す
る
事

•
薬
に
つ
い
て
も
、「
毎
日
飲
ん
で
い
ま
す
！
」な
ど

面
白
い
フレ
ー
ズ
で
、本

人
や
家
族
に
知
らせ

ら
れ
た
ら、
面
白
い
。

•
飲
み
忘
れ
は
、本

人
に
直
接
伝
え
て
も
らう
方

が
、素

直
に
聞
き
入
れ
る
。

期
待
す
る
事

•
飲
み
忘
れ
は
、本

人
に
音
声
で
知
らせ

て
くれ
る

と良
い
。

懸
念
点

•
薬
を
薬
箱
か
ら取

った
だ
け
で
「飲

ん
だ
」と
感
知

す
る
サ
ー
ビス

だ
と不

十
分
。

赤
文
字
：
ポ
ジ
テ
ィブ
発
言

青
文
字
：
ネ
ガ
テ
ィブ
発
言
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【
事
例
②
】
ア
プ
リ
で
入
院
可
否
判
定

-男
性
グ
ル
ー
プ

-

G5
_6

0代
以
上
男
性

G3
_4

0・
50
代
男
性

医
者
の
診
断
が
欲
し
い

•
ア
プ
リの
結
果
は
あ
くま
で
も
判
断
材
料
の
一
つ
とし
て

扱
い
、「
呼
吸
音
」な
どア
プ
リで
は
分
か
らな

い
部
分
を

医
者
に
診
察
して

も
らい

た
い
。

•ア
プ
リで
人
の
生
き
死
に
を
判
断
す
る
の
は
す
ご
く危

険
な
気
が
す
る
。最

終
的
に
は
医
者
に
判
断
して

も
らわ

な
い
とい

け
な
い
。

•一
次
的
な
病
状
の
振
り分

け
で
、ア
プ
リの
結
果
を
使

用
す
る
の
は
良
い
。

G1
_2

0・
30
代
男
性

ア
プ
リの

受
容
性

「軽
症
・入

院
不
可
」と

判
断
さ
れ

た
場
合

どう
思
うか

•ア
プ
リの
判
定
で
「軽

症
」と
判
断
され

て
、医

者
に
診

て
も
らえ

な
くて
も
、自

覚
症
状
的
に
「し
ん
どい

」「
き
つ

い
」と
感
じた

ら、
セ
カン

ドオ
ピニ

オ
ン
で
、別

の
病
院

を
受
診
す
れ
ば
リス
クは

防
げ
る
と思

う。

ア
プ
リ＋

医
者
の
両
方
で
診
断

•
ア
プ
リよ
り人

を
信
頼
して

い
る
。そ
の
た
め
、信

頼
して

い
る
医
者
が
ア
プ
リを
導
入
して

判
断
を
して

い
る
の
で

あ
れ
ば
従
う。

ア
プ
リの
み
で
診
断

•初
診
の
病
院
で
あ
れ
ば
、ア
プ
リに
判
断
して

も
らう
方

が
良
い
。（

初
め
て
の
病
院
だ
と、
そ
の
病
院
の
医
者

は
、「
何
の
付
き
合
い
も
な
い
、知

らな
い
人
」な
の
で
、

「ア
プ
リ」
とも
は
や
一
緒
。）

•人
が
診
断
して

最
悪
な
結
果
に
な
った
時
に
人
を
恨
む

事
も
あ
る
の
で
、そ
れ
を
防
ぐた
め
に
も
ア
プ
リの
方
が
良

い
。

•1
回
濃
厚
接
触
者
に
な
り、
保
健
所
との

や
り取

りに
す
ご
く時

間
が
か
か
った
経
験
が
あ
る
。そ
の
時
に
、ス

ピー
ド感

を
持
って
判
断
して

欲
しい

気
持
ち
を
持
った

の
で
、ア
プ
リの
み
の
診
断
で
も
、時

間
が
短
縮
され

、
ス
ピー

ド感
を
持
って
診
断
や
入
院
の
手
続
き
を
して

も
らえ

る
の
で
あ
れ
ば
、受

け
入
れ
られ

る
。

ア
プ
リは
信
用
で
き
な
い
/医
者
の
方
が
信
頼
で
き
る

•ア
プ
リ自

体
が
日
本
製
で
あ
る
事
も
重
要
。海

外
の
患

者
ベ
ー
ス
だ
と、
も
しか

した
ら日

本
人
と違

う反
応
が

出
る
可
能
性
も
あ
る
。

•判
定
す
る
た
め
の
サ
ン
プ
ル
数
も
多
くな
い
と、
信
用
で

き
な
い
。

•ベ
テ
ラン
の
医
者
だ
と、
患
者
の
顔
を
見
た
だ
け
で
様

子
が
変
だ
と分

か
る
の
で
、ア
プ
リよ
り信

頼
感
が
高

い
。

医
者
が
育
た
な
い

•
非
常
事
態
の
際
は
有
効
だ
と思

うが
、あ

ま
り頼

りす
ぎ
る
と

医
者
の
ス
キ
ル
が
落
ち
て
しま

う可
能
性
が
あ
る
。

•
どん

どん
AI
が
進
ん
で
い
った
ら、
顔
診
断
や
画
像
診
断
も
で

き
る
よ
うに
な
る
た
め
、昔

の
赤
ひ
げ
先
生
の
よ
うな

、五
感
か

ら感
じて

、総
合
的
に
判
断
す
る
よ
うな

職
人
が
い
な
くな

る
。

平
常
時
は
、医
者
が
判
断

•
判
定
ア
プ
リは

、患
者
数
が
爆
発
して

い
な
い
限
りは

使
用

す
る
べ
き
で
は
な
い
。平

常
時
は
、医

者
が
判
断
す
べ
き
。

赤
文
字
：
ポ
ジ
テ
ィブ
発
言

青
文
字
：
ネ
ガ
テ
ィブ
発
言
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【
事
例
②
】
ア
プ
リ
で
入
院
可
否
判
定

-女
性
グ
ル
ー
プ

-

ア
プ
リの

受
容
性

ア
プ
リ＋

医
者
の
両
方
で
診
断

•自
分
が
把
握
して

い
る
自
分
の
症
状
が
、本

当
に
正

しい
の
か
どう
か
、ア
ン
ケ
ー
ト形

式
だ
け
で
は
微
妙
な

感
覚
が
伝
え
られ

な
い
の
で
、医

者
に
も
相
談
した

い
。

•ア
プ
リと
医
者
の
診
察
の
両
方
を
掛
け
合
わ
せ
て
、ダ
ブ

ル
で
誤
った
判
断
を
少
な
くし
て
い
く感

じが
一
番
理
想

だ
と思

う。
•ア
プ
リを
使
って
、ト
リア
ー
ジ
の
よ
うに
重
症
度
を
選
別

して
、よ
り重

症
度
が
高
い
人
か
ら医

者
が
診
る
とい

っ
た
、ス
クリ
ー
ニ
ン
グ
に
使
用
す
る
方
が
良
い
。

•ア
プ
リの
判
定
で
「入

院
で
き
な
い
」と
な
って
も
、

「ま
た
何
か
あ
った
らす

ぐ連
絡
くだ
さい

」と
い
う表

示
が
出
て
、病

状
が
悪
化
した

とき
に
、ま
た
す
ぐ受

診
で

き
る
体
制
が
整
って
い
る
な
ら、
問
題
は
な
い
。

•ア
プ
リの
み
の
診
断
で
「入

院
は
不
可
」だ
と判

断
され

た
場
合
、自

分
の
病
状
の
レ
ベ
ル
や
現
状
の
病
棟
数

が
〇
戸
で
、あ

な
た
は
順
番
は
〇
番
目
な
の
で
、入

院
が
で
き
な
い
な
ど、
ア
プ
リだ
け
で
な
く、
客
観
感
的
な

情
報
が
あ
る
と納

得
で
き
る
。

ア
プ
リ＋

医
者
の
両
方
で
診
断

•ア
プ
リの
方
が
基
準
が
一
定
な
の
で
、そ
こは

安
心
で
き

る
が
、「
ア
プ
リを
使
用
した

ら後
回
しに

され
た
」と
い
う

人
が
い
る
以
上
、ア
プ
リだ
け
に
頼
る
の
は
、避

け
た

い
。

•軽
症
な
人
は
ア
プ
リの
み
で
、入

院
が
必
要
そ
うな

ボ
ー
ダー

ライ
ン
の
人
は
、医

者
とア
プ
リの
ダブ

ル
チ
ェッ

クを
行
うと
良
い
。

ア
プ
リ診

断
で
よ
い

•医
者
と同

じ判
定
が
出
る
ア
プ
リで
あ
れ
ば
、ア
プ
リの

み
の
判
定
で
も
良
い
。

ア
プ
リ＋

医
者
の
両
方
で
診
断

•医
者
に
よ
る
判
断
の
ブ
レ
が
防
げ
る
一
方
で
、ま
だ
実

績
も
少
な
い
事
か
ら、
判
定
の
誤
りも
あ
る
と思

う。
•か

か
りつ
け
の
医
者
が
ア
プ
リを
使
って
総
合
的
に
判
断

す
る
事
は
問
題
な
い
が
、ア
プ
リだ
け
は
信
用
で
き
な

い
。

•タ
ブ
レ
ット
で
、自

分
で
入
力
す
る
場
合
だ
と、
入
院
し

た
い
が
た
め
に
、大

げ
さに

問
診
を
入
力
して

しま
う可

能
性
が
あ
る
。

ア
プ
リ診

断
で
よ
い

•医
者
に
よ
って
の
ブ
レ
も
怖
い
の
で
、一

定
の
基
準
で
ア

プ
リで
判
断
して

も
らう
方
が
良
い
と思

う。

G6
_6

0代
以
上
女
性

G4
_4

0・
50
代
女
性

G2
_2

0・
30
代
女
性

「軽
症
・

入
院
不

可
」と
判

断
さ
れ
た

場
合

どう
思
うか

赤
文
字
：
ポ
ジ
テ
ィブ
発
言

青
文
字
：
ネ
ガ
テ
ィブ
発
言
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【
事
例
③
】
診
療
記
録
の
研
究
利
用
オ
プ
ト
ア
ウ
ト

-男
性
グ
ル
ー
プ

-

G5
_6

0代
以
上
男
性

G3
_4

0・
50
代
男
性

病
院
で
の
オ
プ
ト
ア
ウ
ト
認
知
者
は
、1
名
/３
人
中

•実
際
の
病
院
内
で
診
療
記
録
の
提
供
に
関
わ
る
資

料
を
見
た
事
が
あ
る
人
が
、一

人
い
た
。

第
一
印
象

•病
院
内
の
掲
示
板
、H

Pだ
け
の
掲
載
だ
と当

然
見
な

い
人
も
数
多
くい
る
の
で
、患

者
に
対
して

、電
話
、手

紙
、メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
の
方
法
を
使
って
、確

実
に
確

認
す
る
必
要
が
あ
った
と思

う。

G1
_2

0・
30
代
男
性

オ
プ
ト

ア
ウ
ト
に

つ
い
て

具
体
的
な

要
望

•イ
ラス

トの
掲
示
板
は
、情

報
が
不
足
しす

ぎ
て
い
る
。

例
え
ば
、「
提
供
先
の
会
社
の
情
報
や
住
所
」「
情
報

管
理
を
して

い
る
責
任
者
の
名
前
」「
デ
ー
タを

何
年

間
使
う」
な
ども
う少

し詳
細
に
記
す
べ
き
で
あ
る
。

•利
権
な
ども
絡
ん
で
くる
と思

うの
で
、特

定
の
企
業
が

使
用
す
る
の
は
、抵

抗
が
あ
る
。

•大
学
病
院
内
で
あ
れ
ば
、問

題
は
な
い
。全

国
病
院

で
、皆

さん
が
幸
せ
に
な
る
た
め
の
研
究
の
一
環
とし

て
、個

人
デ
ー
タを

使
用
す
る
とい

う法
律
を
整
備
す
る

事
が
良
い
思
う。
許
諾
を
取
らず

とも
、そ
うい

うも
の
だ

と法
律
で
決
め
て
しま

う。
•目

的
、使

い
方
、使

う範
囲
、期

間
は
は
っき
りと
掲

載
す
べ
き
。

•初
診
の
タイ
ミン
グ
で
、情

報
提
供
の
同
意
書
に
サ
イ

ン
を
して

も
らう
。

•お
会
計
の
際
に
、情

報
提
供
の
説
明
の
紙
を
一
緒
に

渡
して

、嫌
な
ら申

告
す
る
よ
うに
して

も
らう
とい

った
仕
組
み
が
必
要
。

個
人
情

報
の
提
供

提
供
の
範

囲

医
療
の
発
展
の
た
め
に
、個

人
情
報
を
提
供
す
る
事
に
対
して

は
、抵

抗
な
し。

提
供
し
て
も
よ
い
情
報

•年
齢
・病

名
、C

T画
像
な
どは

提
供
して

良
い
。

•顔
写
真
も
自
分
の
目
線
が
入
って
い
れ
ば
、提

供
して

も
問
題
な
い
。

提
供
し
て
欲
し
くな
い
情
報

•氏
名
と紐

づ
くか
た
ち
で
の
提
供
は
どん

な
デ
ー
タで

あ
っ

て
も
して

欲
しく
な
い
。

提
供
し
て
欲
し
くな
い
情
報

•性
病
や
子
宮
頸
が
ん
な
どデ

リケ
ー
トな

病
気
の
結
果

の
提
供
は
自
分
自
身
も
嫌
だ
し、
嫌
な
人
も
多
い
と思

う。病
院
で
の
オ
プ
ト
ア
ウ
ト
認
知
者
は
、1
名
/３
人
中

•通
院
す
る
病
院
の
医
者
か
らオ

プ
トア

ウ
トに

つ
い
て
説

明
され

た
人
が
一
人
い
た
。概

ね
オ
プ
トア

ウ
トに

つ
い

て
理
解
して

い
る
し、
受
け
入
れ
て
い
る
。

非
認
知
者
の
第
一
印
象

•掲
示
板
や

H
Pの
み
で
知
らせ

て
、患

者
本
人
の
同
意

を
得
ず
に
、個

人
の
情
報
を
企
業
に
提
供
す
る
事
に

対
して

は
、一

般
的
に
抵
抗
を
感
じる

人
も
多
い
と思

うの
で
、患

者
本
人
へ
の
同
意
を
確
認
した

上
で
、企

業
へ
情
報
提
供
を
す
る
必
要
が
あ
る
と思

う。

第
一
印
象
（
病
院
で
の
オ
プ
ト
ア
ウ
ト
認
知
者
は
ゼ

ロ
）
・M

RI
や

CT
デ
ー
タな

どの
診
療
記
録
は
大
事
な
個
人

情
報
な
の
で
、掲

示
板
や

H
Pの
み
で
知
らせ

て
い
る
だ

け
で
、使

って
い
い
とい

うの
は
、乱

暴
な
感
じが

して
、

腹
立
た
しい

。
•同

意
書
へ
の
サ
イン

が
順
序
的
に
先
だ
と思

う。

赤
文
字
：
ポ
ジ
テ
ィブ
発
言

青
文
字
：
ネ
ガ
テ
ィブ
発
言
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提
供
し
て
も
よ
い
情
報

•病
気
に
関
して

の
詳
細
な
デ
ー
タを

提
供
す
る
べ
き
だ
と

思
う。

提
供
し
て
欲
し
くな
い
情
報

•病
気
に
影
響
を
及
ぼ
さな

い
名
前
、住

所
、職

業
な
ど

個
人
が
特
定
され

る
デ
ー
タの

提
供
は
不
要
。

【
事
例
③
】
診
療
記
録
の
研
究
利
用
オ
プ
ト
ア
ウ
ト

-女
性
グ
ル
ー
プ

-

G6
_6

0代
以
上
女
性

G4
_4

0・
50
代
女
性

オ
プ
ト
ア
ウ
ト
認
知
者
は
、1
名
/３
人
中

•研
究
所
で
、「
子
供
の
出
生
前
診
断
の
デ
ー
タを

、研
究
に
使
う」
とい

う貼
り紙

を
トイ
レ
で
見
た
事
が
あ
る
人

が
一
人
。貼

り紙
の
み
の
掲
載
方
法
に
つ
い
て
は
、法

律
で
認
め
られ

て
い
る
事
も
以
前
調
べ
て
知
って
お
り、

概
ね
オ
プ
トア

ウ
トに

つ
い
て
理
解
して

い
る
し、
受
け
入

れ
て
い
る
様
子
。

G2
_2

0・
30
代
女
性

オ
プ
ト

ア
ウ
ト
に

つ
い
て

具
体
的
な

要
望

•事
前
に
こう
い
う研

究
の
た
め
に
使
用
す
る
とい

う事
は
、初

診
の
時
に
口
頭
や
問
診
票
で
、伝

え
て
欲
し

か
った
。

•対
面
や
電
話
、手

紙
で
本
人
に
伝
え
て
も
らい

、了
承

を
も
らっ
た
上
で
使
用
して

欲
しい

。
•デ

ー
タを

使
わ
れ
た
くな
い
人
が
自
ら申

告
す
る
の
で
は

な
く、
使
って
も
良
い
人
が
申
告
す
る
方
が
良
い
。

•掲
示
版
の
文
章
も
、「
使
わ
せ
て
くだ
さい

。」
とい

った
丁
寧
な
文
章
で
書
く必

要
が
あ
る
。

•企
業
に
情
報
が
渡
った
場
合
、セ

ー
ル
ス
な
どに
、悪

用
され

る
恐
れ
が
あ
る
の
で
、心

配
。

•通
院
して

い
る
場
合
は
、事

前
に
、書

面
で
知
らせ

て
も
らっ
て
、一

言
、病

院
の
人
に
説
明
して

も
らう
。

•通
院
して

い
な
い
場
合
は
、は

が
き
・メ
ー
ル
で
伝
え
て

も
らう
。

•返
信
が
な
い
人
に
関
して

は
、病

院
側
が
大
変
で
は
あ

る
が
、電

話
で
確
認
して

も
らう
。

•承
諾
は
毎
回
聞
く必

要
は
な
く、

1回
の
み
で
良
い
。

•自
分
が
病
気
で
大
変
な
時
で
も
、事

前
に
知
らせ

て
欲
しい

。
•情

報
提
供
の
説
明
は
、誰

で
も
良
い
。

個
人

情
報
の

提
供

提
供
の
範

囲

医
療
の
発
展
の
た
め
に
、個

人
情
報
を
提
供
す
る
事
に
対
して

は
、抵

抗
な
し。

提
供
し
て
も
よ
い
情
報

•既
往
歴
、年

齢
、性

別
、地

域
に
関
して

は
、提

供
し

な
い
と有

効
な
デ
ー
タに

な
らな

い
と思

うの
で
、ぜ

ひ
使

って
欲
しい

。
提
供
し
て
欲
し
くな
い
情
報

•病
気
に
影
響
が
及
ぼ
さな

い
名
前
、電

話
番
号
、住

所
に
つ
い
て
は
、提

供
して

欲
しく
な
い
。

提
供
し
て
も
よ
い
情
報

•画
像
、年

齢
、性

別
、診

療
記
録
は
提
供
して

も
良

い
。

提
供
し
て
欲
し
くな
い
情
報

•漏
洩
や
悪
用
が
心
配
な
た
め
、個

人
が
特
定
され

る
、

名
前
、住

所
、生

年
月
日
が
提
供
され

る
の
は
嫌
。

•顔
写
真
を
提
供
す
る
の
は
嫌
。

第
一
印
象
（
オ
プ
ト
ア
ウ
ト
認
知
者
は
ゼ
ロ
）

•医
療
の
発
展
の
役
に
立
つ
な
ら、
自
分
の
情
報
を
使

用
して

も
らい

た
い
が
、事

前
に
知
らせ

て
も
らえ

な
い

と、
病
院
に
対
して

不
信
感
を
抱
く。

第
一
印
象
（
オ
プ
ト
ア
ウ
ト
認
知
者
は
ゼ
ロ
）

•大
学
病
院
は
、重

篤
な
場
合
に
受
診
す
る
ケ
ー
ス
が

多
い
の
で
、掲

示
板
は
見
る
余
裕
が
な
い
。

赤
文
字
：
ポ
ジ
テ
ィブ
発
言

青
文
字
：
ネ
ガ
テ
ィブ
発
言
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対
象
者
リ
ス
ト

【
G1

】
20

・
30

代
男
性

A
B

C

性
別

男
性

男
性

男
性

年
齢

24
歳

39
歳

31
歳

居
住
地
域

埼
玉
県
さい

た
ま
市

神
奈
川
県
横
浜
市

千
葉
県
千
葉
市

未
既
婚

未
婚

既
婚

未
婚

同
居
家
族

父
（
59
歳
）
、母

（
59
歳
）
、姉

（
26
歳
）

配
偶
者
（
39
歳
）
、子

供
（
中
学
生
）
長
女
（
13
歳
）

同
居
家
族
は
い
な
い
（
一
人
暮
らし
）

本
人
職
業

正
社
員
（
フル

タイ
ム
）

公
務
員
／
事
務

正
社
員
（
フル

タイ
ム
）

総
合
商
社
／
エ
ンジ

ニア
正
社
員
（
フル

タイ
ム
）

不
動
産
／
営
業

AI
の
認
知

内
容
ま
で
よ
く理

解
して

い
る

だ
い
た
い
理
解
して

い
る

内
容
ま
で
よ
く理

解
して

い
る

AI
へ
の
興
味

非
常
に
興
味
が
あ
る

非
常
に
興
味
が
あ
る

非
常
に
興
味
が
あ
る

ア
プ
リ使

用
状
況

日
常
的
に
使
って
い
る

日
常
的
に
使
って
い
る

日
常
的
に
使
って
い
る

親
－

〇
－

祖
父
母

－
〇

－

親
－

心
配

－

祖
父
母

－
心
配

－

本
人

1～
3年

以
内
に
、入

院
・通

院
した

1年
以
内
に
、通

院
・入

院
した

1年
以
内
に
、通

院
・入

院
した

同
居
家
族

4年
以
上
前
に
、入

院
・通

院
した

1～
3年

以
内
に
、入

院
・通

院
した

－

一
人
暮
らし
の
親
・祖

父
母
が
い
る
か
どう
か

一
人
暮
らし
の
親
・祖

父
母
が
い
て
、健

康
な

ど万
一
な
こと
が
な
い
か

心
配
か
どう
か

医
療
機
関
へ
の
通
院
・

入
院
経
験
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対
象
者
リ
ス
ト

【
G2

】
20

・
30

代
女
性

A
B

C

性
別

女
性

女
性

女
性

年
齢

28
歳

32
歳

38
歳

居
住
地
域

東
京
都
世
田
谷
区

大
阪
府
大
阪
市

東
京
都
調
布
市

未
既
婚

未
婚

既
婚

既
婚

同
居
家
族

同
居
家
族
は
い
な
い
（
一
人
暮
らし
）

配
偶
者
（
31
歳
）
、

子
供
（
未
就
学
児
）
長
女
（
0歳

）
配
偶
者
（
35
歳
）
、

子
供
（
未
就
学
児
）
長
女
（
2歳

）

本
人
職
業

パ
ー
ト・
ア
ル
バ
イト

ヨガ
ス
タジ

オ
とア
パ
レ
ル
／
受
付
と販

売
正
社
員
（
育
休
中
）

教
育
／
事
務

専
業
主
婦
・主

夫

AI
の
認
知

だ
い
た
い
理
解
して

い
る

だ
い
た
い
理
解
して

い
る

内
容
ま
で
よ
く理

解
して

い
る

AI
へ
の
興
味

や
や
興
味
が
あ
る

や
や
興
味
が
あ
る

非
常
に
興
味
が
あ
る

ア
プ
リ使

用
状
況

日
常
的
に
使
って
い
る

日
常
的
に
使
って
い
る

日
常
的
に
使
って
い
る

親
－

－
〇

祖
父
母

－
－

－

親
－

－
心
配

祖
父
母

－
－

－

本
人

1年
以
内
に
、通

院
・入

院
した

1年
以
内
に
、通

院
・入

院
した

1～
3年

以
内
に
、入

院
・通

院
した

同
居
家
族

一
度
も
入
院
・通

院
した

こと
は
な
い

現
在
、入

院
・通

院
して

い
る

現
在
、入

院
・通

院
して

い
る

一
人
暮
らし
の
親
・祖

父
母
が
い
る
か
どう
か

一
人
暮
らし
の
親
・祖

父
母
が
い
て
、健

康
な

ど万
一
な
こと
が
な
い
か

心
配
か
どう
か

医
療
機
関
へ
の
通
院
・

入
院
経
験
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対
象
者
リ
ス
ト

【
G3

】
40

・
50

代
男
性

A
B

C

性
別

男
性

男
性

男
性

年
齢

50
歳

49
歳

49
歳

居
住
地
域

大
阪
府
吹
田
市

秋
田
県
秋
田
市

福
岡
県
福
岡
市

未
既
婚

既
婚

既
婚

未
婚

同
居
家
族

配
偶
者
（
50
歳
）
、子

供
（
大
学
生
）
女
性
（
20
歳
）

配
偶
者
（
47
歳
）
、子

供
（
高
校
生
）
男
性
（
17
歳
）
、

義
父
（
77
歳
）
、義

母
（
78
歳
）

同
居
家
族
は
い
な
い
（
一
人
暮
らし
）

本
人
職
業

正
社
員
（
フル

タイ
ム
）

保
険
代
理
店
、警

備
関
係
／
研
修
講
師

正
社
員
（
フル

タイ
ム
）

不
動
産
業
／
経
営
者

正
社
員
（
フル

タイ
ム
）

農
産
商
社
／
営
業

AI
の
認
知

内
容
ま
で
よ
く理

解
して

い
る

だ
い
た
い
理
解
して

い
る

だ
い
た
い
理
解
して

い
る

AI
へ
の
興
味

非
常
に
興
味
が
あ
る

や
や
興
味
が
あ
る

非
常
に
興
味
が
あ
る

ア
プ
リ使

用
状
況

日
常
的
に
使
って
い
る

日
常
的
に
使
って
い
る

日
常
的
に
使
って
い
る

親
〇

－
〇

祖
父
母

〇
－

－

親
心
配

－
心
配

祖
父
母

や
や
心
配

－
－

本
人

一
度
も
入
院
・通

院
した

こと
は
な
い

現
在
、入

院
・通

院
して

い
る

1年
以
内
に
、通

院
・入

院
した

同
居
家
族

現
在
、入

院
・通

院
して

い
る

現
在
、入

院
・通

院
して

い
る

－

一
人
暮
らし
の
親
・祖

父
母
が
い
る
か
どう
か

一
人
暮
らし
の
親
・祖

父
母
が
い
て
、健

康
な

ど万
一
な
こと
が
な
い
か

心
配
か
どう
か

医
療
機
関
へ
の
通
院
・

入
院
経
験
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対
象
者
リ
ス
ト

【
G4

】
40

・
50

代
女
性

A
B

C

性
別

女
性

女
性

女
性

年
齢

43
歳

57
歳

45
歳

居
住
地
域

愛
知
県
名
古
屋
市

千
葉
県
流
山
市

大
阪
府
大
阪
市

未
既
婚

未
婚

既
婚

既
婚

同
居
家
族

同
居
家
族
は
い
な
い
（
一
人
暮
らし
）

配
偶
者
（
63
歳
）
、子

供
（
社
会
人
）
長
男
（
25
歳
）
、

次
男
（
23
歳
）

配
偶
者
（
44
歳
）
、子

供
（
小
学
生
）
長
女
（
12
歳
）
、長

男
（
10
歳
）

本
人
職
業

自
営
業

不
動
産
／
賃
貸
経
営

パ
ー
ト・
ア
ル
バ
イト

学
校
／
事
務

個
人
事
業
主

教
育
／
音
楽

AI
の
認
知

内
容
ま
で
よ
く理

解
して

い
る

だ
い
た
い
理
解
して

い
る

だ
い
た
い
理
解
して

い
る

AI
へ
の
興
味

や
や
興
味
が
あ
る

や
や
興
味
が
あ
る

や
や
興
味
が
あ
る

ア
プ
リ使

用
状
況

日
常
的
に
使
って
い
る

日
常
的
に
使
って
い
る

日
常
的
に
使
って
い
る

親
－

〇
－

祖
父
母

－
－

－

親
－

心
配

－

祖
父
母

－
－

－

本
人

4年
以
上
前
に
、入

院
・通

院
した

4年
以
上
前
に
、入

院
・通

院
した

一
度
も
入
院
・通

院
した

こと
は
な
い

同
居
家
族

－
現
在
、入

院
・通

院
して

い
る

1年
以
内
に
、通

院
・入

院
した

一
人
暮
らし
の
親
・祖

父
母
が
い
る
か
どう
か

一
人
暮
らし
の
親
・祖

父
母
が
い
て
、健

康
な

ど万
一
な
こと
が
な
い
か

心
配
か
どう
か

医
療
機
関
へ
の
通
院
・

入
院
経
験
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対
象
者
リ
ス
ト

【
G5

】
60

代
以
上
男
性 A

B
C

性
別

男
性

男
性

男
性

年
齢

69
歳

64
歳

68
歳

居
住
地
域

神
奈
川
県
横
須
賀
市

石
川
県
金
沢
市

岐
阜
県
多
治
見
市

未
既
婚

既
婚

既
婚

既
婚

同
居
家
族

配
偶
者
（
60
歳
）
、子

供
（
社
会
人
）
長
女
35
歳
、

子
供
（
社
会
人
）
次
男
30
歳

配
偶
者
（
58
歳
）
、子

供
（
社
会
人
）
男
性
31
歳

（
ほ
か
に
も
子
供
が
い
る
が
独
立
して

い
る
との
こと
）

配
偶
者
（
65
歳
）

本
人
職
業

パ
ー
ト・
ア
ル
バ
イト

IT
／
総
務

定
年
退
職
者

パ
ー
ト・
ア
ル
バ
イト

ス
ー
パ
ー
／
商
品
出
し入

れ

AI
の
認
知

だ
い
た
い
理
解
して

い
る

だ
い
た
い
理
解
して

い
る

だ
い
た
い
理
解
して

い
る

AI
へ
の
興
味

非
常
に
興
味
が
あ
る

や
や
興
味
が
あ
る

や
や
興
味
が
あ
る

ア
プ
リ使

用
状
況

日
常
的
に
使
って
い
る

日
常
的
に
使
って
い
る

日
常
的
に
使
って
い
る

親
－

－
－

祖
父
母

－
－

－

親
－

－
－

祖
父
母

－
－

－

本
人

現
在
、入

院
・通

院
して

い
る

一
度
も
入
院
・通

院
した

こと
は
な
い

現
在
、入

院
・通

院
して

い
る

同
居
家
族

1～
3年

以
内
に
、入

院
・通

院
した

現
在
、入

院
・通

院
して

い
る

1～
3年

以
内
に
、入

院
・通

院
した

一
人
暮
らし
の
親
・祖

父
母
が
い
る
か
どう
か

一
人
暮
らし
の
親
・祖

父
母
が
い
て
、健

康
な

ど万
一
な
こと
が
な
い
か

心
配
か
どう
か

医
療
機
関
へ
の
通
院
・

入
院
経
験
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対
象
者
リ
ス
ト

【
G6

】
60

代
以
上
女
性 A

B
C

性
別

女
性

女
性

女
性

年
齢

60
歳

60
歳

60
歳

居
住
地
域

神
奈
川
県
横
浜
市

埼
玉
県
川
口
市

東
京
都
世
田
谷
区

未
既
婚

既
婚

既
婚

既
婚

同
居
家
族

配
偶
者
（
57
歳
）

配
偶
者
（
67
歳
）

配
偶
者
（
62
歳
）
、子

供
（
社
会
人
）
男
性
（
33
歳
）
、

両
親
（
義
理
の
両
親
含
む
）
女
性
（
82
歳
）

本
人
職
業

嘱
託
社
員

コン
ピュ
ー
タ関

係
（
AI
関
係
な
い
）
／
技
術

専
業
主
婦

パ
ー
ト・
ア
ル
バ
イト

総
合
商
社
ガ
ラス

機
器
／
計
理

AI
の
認
知

だ
い
た
い
理
解
して

い
る

だ
い
た
い
理
解
して

い
る

内
容
ま
で
よ
く理

解
して

い
る

AI
へ
の
興
味

非
常
に
興
味
が
あ
る

や
や
興
味
が
あ
る

非
常
に
興
味
が
あ
る

ア
プ
リ使

用
状
況

知
って
い
る
が
、使

って
は
い
な
い

日
常
的
に
使
って
い
る

日
常
的
に
使
って
い
る

親
－

－
－

祖
父
母

－
－

－

親
－

－
－

祖
父
母

－
－

－

本
人

現
在
、入

院
・通

院
して

い
る

現
在
、入

院
・通

院
して

い
る

4年
以
上
前
に
、入

院
・通

院
した

同
居
家
族

1年
以
内
に
、通

院
・入

院
した

1～
3年

以
内
に
、入

院
・通

院
した

一
度
も
入
院
・通

院
した

こと
は
な
い

一
人
暮
らし
の
親
・祖

父
母
が
い
る
か
どう
か

一
人
暮
らし
の
親
・祖

父
母
が
い
て
、健

康
な

ど万
一
な
こと
が
な
い
か

心
配
か
どう
か

医
療
機
関
へ
の
通
院
・

入
院
経
験

S42



!
"
#
$
%
&
'
(
)
*
+
%
,
-.
/0
.1
2
3

!
"
#$
%
&
'
(
)
*
+
,-
.
/%
0
1

23
24
5
43
6
47
8

9
:
;
!
<
=
>
?
"
@
A
B
C
D
E
C
F
G
H
IJ
K
L
#
F
G
M
N
O

P!
"Q
#$
%
&'
$(
('
#)
RQ
*P
Q'
+(
'ST

!
"

,
$%
&'

!
45
67
89
6!:
;<
=>
6<?
@7
<A
B"
B6
7<
>=
<C
6"
!=!
D!9
E<F
:"
7E
E!;
7:
D7
#G
HI
JK
LM

!
N
O
$
P
Q
%
R
S
T
U
V
&

!
4C
W!E
>X
96
<C
F<5
6!:
D!8
E7
W#
AB
"B
67
<>
=<Y
!=7
<F:
W"
!"B
"7

!
4Z
"@
!D9
EE'
<C
E!;
:7
[<
\7
W!;
:<
]^
76
_`
a<b
c#
d
e
f
g
f
h
R
S
i
FZ
ZZ
j

!
4C
:<
Z"
@!
D9
E<A
69
X
7(
>6
)<
=>
6<9
<k
>>
[<
CF
<l
>D
!7
"'
#C
Fm
57
>8
E7

!
-
UV
W
X
.
Y
(/
0
/)
Z
[

!
\
1
]^
_`
a
b
2W
3
c4
b
dX
e
fg
h
5
i
j
k /
67

!
l
m
X
.
Y
dn
o
p
q
8
/
69
rX
e
7

$%
&*

!
FZ
ZZ
<k
E>
n9
E<F
:!
"!9
"!o
7<
>:
<Z
"@
!DW
<>
=<C
B"
>:
>X
>B
W<
9:
[<
F:
"7
EE!;
7:
"<l
'W
"7
X
W

!
4Z
"@
!DW
<k
B!
[7
E!:
7W
<A
>6
<?
6B
W"
(
>6
"@
'<
CF
#p
q
*
r
S
sC
FK
It
u
v
w
x
y
zv
{
|

!
4}
Z~
\<
56
!:
D!8
E7
W<
>:
<C
6"
!=!
D!9
E<F
:"
7E
E!;
7:
D7
#}
Z~
\

!
�
�
�
4$
�
�
�
�
�
�
�
S
�
�
#�
�
�
�
4C
F�
�
�
�
I�
�I
�#

!
�
e
4�
+
�
CF
�
�
�
�M
�
�
#

!
s
:
X
.
Y
(t
0
/)
Z
[

!
-
UV
W
X
.
Y
(/
0
/)/
6u
V4
a

$%
$%

!
d
e
G
HI
JK
LM
4k
B!
[9
:D
7<
=>
6<�
7;
BE
9"
!>
:<
>=
<C
6"
!=!
D!9
E<F
:"
7E
E!;
7:
D7

C8
8E
!D9
"!>
:W
#�

!
FZ
ZZ
4l
"9
"7
X
7:
"<�
7;
96
[!
:;
<"@
7<
Z"
@!
D9
E<F
X
8E
7X
7:
"9
"!>
:<
>=
<C
6"
!=!
D!9
E

F:
"7
EE!;
7:
D7
<l
'W
"7
X
W<
]C
Fl
c<=
>6
<C
[[
67
WW
!:
;<
"@
7<
~}
^F
\�
`�
<5
9:
[7
X
!D#

!
v
3
;a
<
c=
>
w
?
@
x
Y
y0
!"
Z
[

#$
#%

!
Z�
s4
CF
�
�
#�
 
¡

!
\
&
'
(y
z
)
a
{w
*
|
+
}
~
�
,

!
t
(-
dX
e
./
~
w
*
r�
�
]c
v
0

!
l
m
X
1
Y
dX
e
./
~
2
�
�
�
�
3
�
4
�
5
�
�
6
7
w
*
~
8
9
0:
#$
##
;

#

��
�
<!
�
�
"
�#
$%
!�

,
¢
£
,-
.
¤¥
/0
1
2
3
4
¦
%
5
§
6
7
¨©
ª
8
9
:«
/;
¬#
<
­3

&
'
(
)*
+
�
,
-
./
0
1
2

!
!
"
#
$
%
&
'
()
*

!
+
"
,-
.
/
0
12
3
4
(+
"
5
%
6
7
®
8

!
9
¯
:
;
<
=
>
?@
2
+
"
(°
A
B±
C²
³
D

!
E
F
+
´
+
"
:
G
Bµ
?¶
·
H
*
¸
I

!
!
J
=
>
<
G
¹
²K
%
L
M
´
N
O
%
P
Q

!
$
R
%
S
TU

3
4
5
�
6
1
2

!
+
V
%
W
J
XY
Z
%
6
[
\
%
]
^

!
_
º
»
¼
<
`²
a
½
(b
c
?

!
d
e
%
f
¾
gh
i

$

S43



��
�
7!
�
�
"
�#
$%
!�

8
9
:
�
=
>
O

&
'
(
)*
+
�
,
-
./
0
1
2

!
;
<
=
>
?
@
A
BC
D
E
F
GH
G!
"#
$%
&'
�

!
+
"
,-
.
/
0
12
3
4
(+
"
5
%
6
7
®
8

!
(
)
*
+
,
-
.
/0
1
2
3
45
6
7
8
9:
;
<

!
=
>
2
�
2
3
*
?
7
@
/A
B
C
D
E
F

!
G
H
-
.
,
?
I
:
J
K
L
M
�
N
O
K
P
Q

!
$
R
%
S
TU

!
#R
7
2
3
S
TU
C
VW
B
X1
B
�
Y
Z
[
�\
�
�
]
��

^
_
`
�
A
a
b

!
2
c
K
d
H
ef
g
K
h
i
�
K
j
k

!
_
º
»
¼
<
`²
a
½
(b
c
?

!
d
e
%
f
¾
gh
i

%

�l
�
�
�
I
m
�
�
�
�
�J
n
��
 
K
�¡
�
¢
£¤
�

=
¿
j
À!
Á
"
#
$
%
Â&
'
Ã(
)
*
+
,
-
Ä
Å
.
/
0
12
34
56
7

!
89
:
Æ
;
<
=
>
Æ
>
?
@
!
Ç
"
#
$
%
&
'(
ÈÉ

J
n
�
o
¥
L
¦M
N
L
�
p
l
§
?
I
¨
©
�
ª
«
¬

O
P
Q
­
ª
�
¢
£¨
®
©
¯
)*
Ê
É+
Ë
,
-
.
/
Ì

R
�
q
r
�
S
°
�
I
m
%
&
ÍÉ
0
1
2
Î3
4
2
Æ

5
+
Ì
6
Ï
(
7
8
Ð

"
9Ñ
Ò:
ÒÓ
;
<
=
>
?
Ê
@
AB
C
ÔÕ
(
Ö
DÓ
×Ø

Ö
'E
@
+
ÐÊ
F
G
Ó
H
I

"
9+
Ë
,
-
.
/
%
Ì
É ±
R
T
©
U
V
s
�
²
³
T

´
µ
¶
¨
®
·
¸
£ª
©
¯
+
V
¹
A
W
ÙJ
K
ÎL
M
Ú

ÛÆ
N
O
=
P
C
(
Ö
Ü#
$
ÈQ
Ö
) ²
³
T
©
´
µ
¶

�
X
º
¯
»
J
n
§
B
Y
¼
�
l
�
�
�
½
µ
¾¿
À
�

¨
®
t
Z
¦C
u
§
[
�
Á
\
U
�
Â
 
K
Ð

!

,D
vw
A
]
/,
D
vw
E
A
/%
Ã
x
F

Ý
Þ
ßà
Ì
ÉR
S
T
U
,
U
V
á
W
â
X
=
Y
Z
Ù!
Ï
ÜÉ

[
ã
\
]
^
Ôâ
_
`
â
a
Æ
#
b
c
Ùd
e
f
Ê
g
h
i
j

k
ä
àå
æ
"
)9
l
ç
U
m
ÐØ
Ö
no
p
Ê
è'
(
Éq
é
Æ
r

ê
ë
Þ
ìÊ
ÈØ
s
Ö
(
â
_
ÙU
m
k
Ü)
t
u
Év
w
Æ
x
y

%
z
{
í
î
=
|
ï
Õ
Éð
Æ
}
~
Ú
ñ
e
ò
�
Ùg
h
i
ÜE

Ï
Æ
\
]
ó
�
Æ
�
�
Ê
�
�
ÑÕ
(
Ö
Ü)

9,
�
=
d
.
%
\
]
Ùg
(
ó
�
Ùô
(
É5
�
Øô
(
Ý
Þ
ß

àÙ
�
nõ
Þ
à=
Q
Ö
) ^
y
�Ä
Å
Â
�
Æ
¬½
µ
Ç
¿
¨
_
G

­
ª
�
�¬
ÈÉ
�
»
Â
ÊË
Å
Ì�
U
Í�
`
q
§
z
¸
»
¯
�
èn

%
k
Ð`
Ý
Þ
ßà
Æ
Y
Z
Ù!
Ï
Ü�
â
X
Æ
/
�
|
�
Î*

ö
í
î
�
c
É9
Îª
§
©
¯
�H
M
¨
Å
Ï
Ê©
Ð©
ÑÏ
¼
Ò
Ó

Ô
a
®
Õ
©
ÑÖ
Ð©
Ë»
¯
Ï
¼
Ö
Ð`
�
�
,
�
c
)

"
!
"
#
$
%
&'
(
)
*
+
,
-
.
/
0
1
2
3
4
5
6&
'(
!7

('
8
"9

B
I
(
J
b
×
+
Ø
Ù
%
,
-
{
c
Ú
Û

w
|
v}
B
I
d
K
%
~
Ü!
(
"
*
Ý
#
+

9�
�
�
ÑÕ
E
o
p
=
�
�
Æ
�
�
%
ÈÒ
Õ
Ó

=
ÔÉ
÷
�
�
k
Ü)
��
�
Èk
Õ
�
Éo
p
Æ

÷
�
�
=
èÍ
ÛÆ
�
ø
Ù�
Ö
Ú
k
Ö
ÈÆ
Ê
ô

(
Ö
D)
%
AE
ÈÆ
=
�
^
Õ
Üù
Ø%
èÍ
ú
�
f

Ê
o
p
=
�
Ò'
(
Ö
D)
ÛÕ
=
�
ø
Øô
(
û
8

Ó
ÈÆ
Ø�
�
ÑÕ
Üè
nÊ
�
'E
ØA
ÉÛ
Æ
�

ø
Ì
�
Æ
�
�
Ù_
C
(
Ö
Üù
ØÊ
a
=
ü
D )

h
ÒÍ
Ì
É�
ø
=
�
Ù�
�
k
Üù
Ø%
É�
Æ
�

�
=
_
ï
ÜØ
Ö
C
ÜÆ
%
Ì
Ó
Ö
"
�n
^
 Ð

,
¡#
k
l¢
£
ý
A¤
þ
¥#
k
lB
CA
¤
þ
D¦
©
ª
E
§
¨©
ª
«¬
¥

­©
«F
3

#

G
"
®
H
I

,
¯
J
!
"
3

$
�%
&
�
'(
)
*
+

S44



,Þ
-
.%
ß
/

0
1
2
3
4
56
7
8
9
:
;
<
=
>
?
@

#
$
%
&
'
(
)
*
+,
-
./
0
12
3
4
56
7

)

89
:
;
K<
=>
?
L

?9
@
A
B
?
L

C9
D
E
F
°
B
@
A
B
?
L
G
H
MA

#$

##
!*
*+
,-.

./
"#0

#$!
#1%
+.
"&
*#$
'(
,.
23
45
44
36
.)
33
.3
3/

.3
73
.3
84
33
3$

I
B
J
G
Km
L
M
!
"
#
$
%&
'
(
�

)*
+
,
-
(
./
0
/
12
3

#"

A
B
C
D
E
F
GH
e
I
J!
"
#
$%
&
'

ÿ
!
45
6
N
7
8
9:
+
"!
#5
;
<
=
>
?@
AB
CD
EF
CG
H<I
BJ
IK
LM
CFN
FHFO
PO

Q
R
S
T
5
U
V
@
WO
GO
FXO
FCG
H<I
BJ
IK
LM
CFN
FHFO
PO

Y
Z
[
\
]
5
^
_
5
U
V
9ÿ
!
4`
ab
5
c
d@
eK
EC
BJ
OM
GH
<IB
JI
KL
MC
FN
FHFO
PO

!
"#

$%
&
'9
9($

9()
*+,
(-
".+
(/%
)0

1*+
(!

$2
+(

3:
,($

)4
43

;<
<(
5=
6=

37
(

S45



()
*
+,
-
.4
/0
1
2
34
5
4
6
7
8
9
:;
<
=
>
?
3)
@A
B
CD

7
E
F
<
G
H
I
J
0
K
L
M
N
%
O
P0
Q
R
S
T
U
$

##

!"
#$

%9
&'(

)'*
+9
,%
$'
(
+-
./
0$

'10
9$
22/
3$
0-
$'

=4
=5

6:
7'5

88
9=

5:
)

f
g
Â$
h
i
j
kl
Ãm
n
o
p
qr
Ãs
9t
u

5
T
v
$
ÿ
!
4`
ab
w
x
y
z
9{
|
]
5
^
_

Â}
~
Ù�
�P
�
��

V
K
,L
M
N
O
WX
Y
Z
P
%
Q
[
.
\
/]
��
��
� #$

!
��
Q�
�
�
�
±
�
�
�
R
��
R
N
��
�O
C
1�
�
�
!
"
#
$%
&

'
(
#
)*
+,
-
.
/
0
1
2

!
3
4
5
6
78
9:
;*
<
=
>
?
7@
AB
C
D
E
&F
G
H
I
J
!
-

K
A+
,-
L
M%
N
O
(
=
P
Q
&R
S
MT
U
V
W
XY
Z
[
�\
]^
�

_
S
!
-
3
4
5
6
`a
*+
,7
89
b
c
d,
7e
f
*<
=
>
?
-
:
;

g
*h
i
7j
Mk
l
�m
n
o
p
)3
q
-
r
s
tu
v
ww
w/
x
y
z
{

7|
}
*~
�
,o
*+
,l
�
L
�

à
^
f
á
â
ã
äå
æ
�
O
R
Æ
ç
è�
_
`

#%

�!
«"
#$
%
&
'(
ý
)*
+
,
-

./
#0
1
23
4

*+
+,
;-<

<.
.
.
/0%
12

*!
"#$

%&
'(
$)
*+
$,
-.

/%
"0
1>

2
13

4?
5@

A4
64
@@

BC
45
55

@

a
�
b
S#
$#
%�
,!
"
#$
%
-
.
cd
e
é
fg
/

h
i
T
j
U
�
W
�
Å
V
k

!
5�
�6
7
Æ
�
8
Ð

"
×Æ
è9
Ó
:
;
<
=
>
?
@9
ÜA
É

ê
µ
ë
µ
�©
Ñl
�
U
Â
ì
ç
¬

m
g
n
�
$
o
Æ
p
ç
q
¯
r
í
Õ
Ê

s
_
t
hu
v�
w/
ij
i�u
v2

!
5�
�6
7
Æ
B
C
Ð

"
D
E
F
G
Éë
Þ
ìH
;
Æ
I
ÍJ
Æ
8
K
ÉL
M
N
O

!
5�
�6
7
Æ
P
�
ØP
�
Q
Æ
R
S
Ð

"
T
U
Îí
V
Æ
�
W
Éx
y
z
�
î
ïð
µ
ñ
ò¿
{
|

#&

S46



#7

!
XY
Z
[
Z
\
]
�
^_
`
aX
b
!
\
cd
ef
g
ah
�
]
o
ij
k

!
Xl
m
\
n
o
pq
g
Z
r
ps
t
�
uv
iw
\
x
y
ij
ka

z�
{
\
�
|
f}
~\
�
�
�
\
�
%
�
_
p
�
�

!
�\
�
��
�
�
\
�
�
��
l
�
��
o
�
�
\
�
:
^�
�
\

�
�
�b
!
^�
N
\
��
��
�
Z
�
�
[

e
ó
ô
g
Ú
õ
Ø
}×
~
W
W�
X
ö
%
�
Y

#3

X�
��
q�
b
!
ah
�
�
o
i�
q~
g
+
��
�
�e
��
(

�
�
\
�
�
k 
¡
¢
i£
�
p¤
i¥
¦
p¤
§

¨
�
\
©
�
p
�
R
p¢
i¤
ª¢
«
¬
h­
�

�
®
¯°
�±
°�
°�
��
��
�°
��
°<
²³
�!
"#
$$
]$
%$
%c
a<%
%&
�%
'#
(

#)

(�
Z
F
[
\
$]
��
k(
�
�
^
%
�
�
U
[
\
$7

!
)
*
+
,
-
.
/
0À
1,
2!
3
Â4
5
6
Ã7
89
:;
<
=À
>
?
@
Â;

8Ã
AB
:Â
C
DE
-
.
FG
EH
ÃA
BI
,
J
K
L

!
´[
9:
;7
6<>
=<M
9E
NO
:;
<M>
><
X
BD
@<
9n
>B
M<P
@9
M<M
7D
@:
>E
>;
Q<
OW<
D9
89
nE
7<

>=
<[
>O
:;
<69
M@
76
<M@
9:
<=>
DB
WO:
;<
>:
<P
@9
M<:
77
[W
<M>
<n
7<
[>
:7
R_

!
ÀS
+
T
U
V
W
,
2!
3
ÂX
Y
ÙZ
=7
8:

À[
\
@
;
]
^
<
_`
!
&'
ab
(,
c
1
Âd
DB
e
f
FG
Ã7
8:

µ!
"<
#$
%&
'(
)#
*+
(,
-%
<.
/0
*<
%$
1%
%(
)2
34
51+
(,
-%

L
�
M
_
`
0�
a
bC
c�
N
O�
�D
!

"$

!
"#
$
%
&
'
(
)
*
+÷
,
+-
.
/0
1
%
)
2
3
)
4
5
÷
-
6
7

8
9
2
ø5
÷
-
&
-
:
;
<
6
-
8
=>
?
�
@
A
B/
"C
D
%
&
0

1
E
F
B7
"F
G
G
H
�
E
F
B7
�
I
J
G
H
)
K
L
M
N
O5
6
P

�
Q
<
ù/
R
S
%
)
T
U
V
W
XY
Z
[

!
\]
+^
@
_
G
H
Q
`
O5
^
a
b
c
d5
)
e
f
g@
A
8
/h
�
ú
]

&
i
j
.
k
^
ø5
5
l
/R
S
%
)
m
n
oø
5
6
�
p
q
]r
s

S47



"#

,�
tu
��
d
/c
,�
�
�Þ
+
�
d
/

6
7
8
9
:
;
<
=
>
?
@

!
Ag
hÌ
ó
B
)C
D
àÆ
i
E
F
G
H
I
J
K
Æ
Ý
*à
åL
)

Ê
M
Ö
N
ÉÛ
Æ
¥
v
Æ
e
û
»
f
�
Æ
V
w
¼
�
x
�
ü
µ

â
�
¼
ý
©
¯
ÐA
g
�
�
P
y
¨
¡
�
�
�
§
z{
Æ
R
¯
Å

|
�
�
}
�
Æ
�
~¢
£�

7
O
P
Q
:
;
R
S
T
U
V
W
X
@

!
Aj
Y
g
hÆ
Z
[
\
]
^
i
E
É�
�
§
�
l
¨
£©
¯
þÿ

â
�
�
Â
h
»
Ð�
Ó!
ª
ÊÂ
ì
ç
»
�
�
�
}
�
�©
�
�¬

z{
�
i
R
Æ
�
�
§
"
ª
�
Î�
�
©
Ñ¬
z{
�
R
Æ
Q
ç

�
Î�
Æ
#
û
Õ
Ò
©
¯
Ð

""
_
&
`
a
b
¤¥
¶
c
d
e
#
f
g
h
«k
1
l
m
i
j.
kl
m
no

Pp
pn
q·
oo
r
r
rp
q
Ps
rp
rt
psn
oq
pto
qP
uu
ru
vo
//
//
#0
#/
/w
x/
//
#y
pP
pq
s

"#

#�
#�
��
�
,#
$(
�
�
Ø
!
"
&
'
/t
j
�
2

!
¸v
z¹
!

!
"#
$
%
Ó
&
'
(
)
Æ
*
Ó
Ô+
É,
$
%
Ó
ó
'
-
Ê
È

g.
Æ
/
½
0
È1
ÔÑ
Õ
Ü2
3Ð

m !
"4
w
Æ
5
6
Ú
7
8
5
Æ
9
Í:
Ï
;
<
=>
ØÈ
É

z{
�
�
�
§
f
Ï
Ê©
¯
�
¬�
�
§
z{
�
k
R
Æ
l
¯
Ê

ª
�
Î�
§
¡
Ë»
®
©
Ê©
¯
Ð

!
"g
.Æ
?
@
ÙA
Ï
ÜB
C
0
D
E
ÑÕ
1
F
{
ÉG
H
}
�

®
¬Î
~Ä
Å
�
m
Æ
R
f
ÄÅ
±
$
¹
�
y
§
�
~¢
£¨

¡
�
IÐ

!
"ä
àå
æ
Æ
J
K
Ú
L
ó
Ê
S
�
�
�
¼
�
�
$
}
�
®
¬

�
%
�
z{
&
¿
'æ
�
�
j
U
§
�
~¢
£I
Ð

"$

S48



�
�
�
�
�
T
n
c!
o
%
�
U

M
N
O
P

x
Q
R
S
T
|
U
+V
W

X
Y
Z
[
\
Ù]
^
_`
Ãa
b
c
d
e
f
@

[
\
g
Ãh
i

]j
�k
MF
j�
ºc

[
\
g
Ãh
i
$
l
m

n
o
p
T
X
Y

q
_r
st
u

[
\
v
wÃ

c
xy
z@

X
Y
Â]
^
_`
Ã

{
|
}$
~
q
�

m
q
ÂX
Y
T
À[
\
�

N
�
Ù�
^
Ãq
�

[
\
v
wl
m

}
��
��
�
��
M

~
�
g
�
w

�*
��
(�
�(
��

�*
��
(�
�(
��
�Z

X
Y
Â�
�
Ù�
��
w

v
l
m
+�
��
}Z

�
l
�
�

"%

V
p
�
�
�
(
�t
E
�
×
+
�
�

"&

F
q
�
�
W
�
�
�
�
0W
�
G
n
�
�
�
b�
!

y
½
)
z
É�
�
�
{
Øô
N
Æ
�
�
Ù�
|
�

"}
0
�
Ô~
Æ
�
'
Ùj
�
�
N
Ö
ÜÆ
Ì
É

ÛÕ
Ê
�
�
�
r
o
�
�
U
�
f
�
Æ
 
�
Ä»

¡
�
�
¢
À
�X
¸
Êª
»
¯
�
!
"
�
#
�
0

|
ï
Õ
N
Ö
ÜÆ
;
<
ÜI
ÛÕ
Ì
$
�
%
�
�
�

&
'
�
�
Õ
û
;
<
ÜI
(
�
¯
¸
«
¬)
�
*
+

§
$
�
,
-
�
.
�
/
0
&
'
ØÓ
ÜI
ÛÆ
;
�

Ì
1
�
!
"
É#
$
%&
'
()
*
+
,
ÍÉ
'
(

-
.
É,
ÜÖ
Ì
/
0
Ê
1
23
Ö
Ü4
Ô+
,
Ü5

H
1
�
¯
¸
«
¬�
�
&
'
®
2
3
À
�
¼
ª
«

Ö
¯
Â
�
¨
®
©
¯
ÎÎ
ÎÐ
]6
7
8�
9
:
;<
Ù=
>Ã
�8

?
�
@
c

"7

A
B
C
D

E
F
,
G
H
I
J

K
�
L
I
M
3

4
5
s
,6
7
8
9:
;
<
=
>
ô
?@
=
AB
C
/

!
N
O
P
Q
Æ
R
 
S
;

!
T
)
P
Q
Æ
U
V

!
í
î
W
;
¡
ã

¢
!
N
O
Ì
XY
Þ
Z[
\Ð

!
]^
_
`
a
bÌ
Xc
d
ÐÆ
a

"
e
f
g
Th
g
�
i
j
k

"
T
l
m
n
o
�g
�
�
p

"3

!
"
#
$
%
&
'
(

)
*
+%
&
'
(

*
+

,
!
:
"
#

;
$
%
<
&

'

(
!
:
=
>

?
)
*

(
!
+
,

@A
B
C
D-

.

A
B
C
/
0

!$%
<
1

2

!
"

#
$
%&
'

EF
B
G
H
I
JK
L
M
N
O
JP
M
Q
R
S<
T
A
L

U
VW
XX
(Y
(Z
[\
]^
_`(
ab
c
@[
\]
dD
e
3
)
:
f
g
*
+
J4
5

S49



4
)
s
D
E
F
G
H
%
I
J

")

q£
r
s
¤
t
¥u
v
s
w
x
yz
�
{
|
}
�
w
�
¦
~
�
�
�
��
�
�§
£
r
w
�
�
�
�
¨
|
��
�
�
©
x
yz
w
�
ª

�
«
�
�
�
�
��
�§
�
�
�
|
�
�
��
�
��
�¬
�

q�
w
�
¦
~
�
�
�
��
�
­�
q®
��
q�
��
¯
®w
x
yz
�
�
�|
�
�
�
�§
�
�
w
�
�
w
�
w
�
¨
�
� 
¡
�¬
¢

�
©
x
yz
w
�
ª
�
��
£�
|
�¬
�

q£
r
s
¤
t
¤
¥
w
�
ª
�
¦
§x
yz
§
»
|
��
�
�
w
¨
©
w
­�
°±
ª
|
�
²
�
�
«©
³
¬
­
�®
¯
°
�
�§
±

�
²
x
yz
³
´
w
�
�
´
µ
|
¦
�
ª
�
�
w
¶
³
·
¸
«
¹
º
�
»
�
��
«
�
¼
�½
¬
�

¾�
�¿
ÀÁ
��
�µ
À�
�_
�À
²¶
²�
�_
²Â
_Ã¿
�Ã
²�
�µ
Àµ
²�
Â¾
�·
¸·
¸�
·¸
·¸
¸Ä
·u
Å¥

KÞ
L
M%
ß
N

!
�
¼
%
�
�
�S
¹
�
�
�
º 
�
 
�
¡

!
t
t
O
I
P
s
Q
1
?R
S
T)
*
+
,!
"
#$
/ #$

,#
$/
TU
V
Þ
+
õ
%
W
õ
X
Y
X
Y

##

½�
�
¼
(
T¾
�
U
¿
 
¢
Æ
À�
�

�
»
¼
Á
�
�
�
%

½�
�
Ç
(
T¾
�
U
¿
 
¢
Æ
À�
�

�
V
¡
Á
£
D
¢
�
 
�
�
�
%

½�
�
!
"
#
$
%
&
'
(
)
*
(
+
,

-
.
/
0
1
2
34
5
6
7
8

9:
;
<
"
4
5
=
6
;
>
;
3?
@

Zu
��
[
\
]
J£

^_
¤
`
a
b
c¥
h]
¦
6
d
e
f

#"

A
B
C
D

bE
`F
G
H£
FN

]I
J
K
L
c

S50



,K
g
h
G
i
§j
k
l
mK
n
o
G
i
§T
p
q
r/

v
s
D
t
p
#u
vw
xy
z
{¨
D
t
p
23
4©
II
I

##

MN
O
PQ
R
�
�S
T
U�
¤
V½
WW
XY
Z
¥
[
WX
¦
\

MR
�
]
^
È
Â
P�
¦
[
Ã\
R
_
�
`
Wa
$
]
È
É
Y�

b
]
c
d
\a
$
]
e
¥
]
X
Ê
�W
Yf
g
Q̀
Wh
i

Ma
³
e
¥
P]
jk
!"#
"$"
%&
<"'
!(
&&")
('
$(
c*
+
,
-.

/0
1
2
3
4]
%5
)6
('
!(
7<
"'
!(
&&")
('
$(
c8
9
:
;
<

#$
=
>
?
#
@
«Ë
¬#
@
(
)
A
B
C
¤�
D
¬¬
EF
G
HI
J
K
L
M
N
þ
O

i
l
R
�
P
Q
R
bm
m]
�c
<H
�E
<�
H�
m<
bE
bE
G
HS
j

,|
}
?~
�
%
>
7
=
W
w
�
mx
�
Y
/

!
¾
T
¤
U
V
W
X
ôY
Z
[
Ù×
ùÒ
V
\
]
Ê
Z
^
_
Ü`

!
Ì
a
b)
nÆ
Z
[
Ùc
dÜ
\
]
Ê
Ée
o
Ì
×f
p
g
_
Ü

2
hi
`

!
j.
Ùk
l
Ê
mn
åô
hÕ
Ó
oÓ
Üe
o
p
q
dÓ
Ö
i
`

!
e
o
Ì
Éj
.Ø
n
Ó
ÜZ
[
Ùr
s
_
Ü\
]
t
q
Æ
r
�

u
Ù×
ùÒ
V
[
v
V
hÜ
w
xf
i
`

!
s
y
e
Ì
j.
Æ
t
@
Ùz
p
Ü\
]
Ê
p
ô{
×Æ
èf
Ê
g

dÜ
2
hi
`

!
u
ÔÕ
Y
e
|
!
"
Æ
#
$
%
&
'
Ê
()
Ì
×ù
Ò*
+
,
ô

-
èÖ
.
/

#%

z{
�
�
y
�
¬�
�
Â
,
-
Â
�
ª
ÄÅ
!
"
#
$
%
&

#&
01
2
34
5
6C
F7
8
9
:
�
�
�
�
3;
<T
U
=
�>
=
��
S
=
?
@
A

i
B
C
D
E
F
R
G
H
I
J
K
L
M
N
F
R
�
O
G
H
P
Q
s�
O
G
H
R
S
T
j

S51



2
Õ
ª
�'
Ë»
(
­
ª
Å
)*
+
,
�
-
òî
.
/#
$
%
& #7

01
2
34
5
6C
F7
8
9
:�
�
�
�
3;
<T
U
=
�>
=�
�
S
=
?
@
A

i
B
C
D
E
FR
G
H
I
J
K
L
M
N
F
R
�
O
G
H
P
Q
s�
O
G
H
R
S
T
j

)*
�
0Î
Ï
¨
�
1
2
Æ
3
Ò
�
¢
£Õ
#
$
%
&

#3
01
2
34
5
6C
F7
8
9
:�
�
�
�
3;
<T
U
=
�>
=�
�
S
=
?
@
A

i
B
C
D
E
FR
G
H
I
J
K
L
M
N
F
R
�
O
G
H
P
Q
s�
O
G
H
R
S
T
j

4
q
5
6
Z
7
8
9
:
�
;
<

�
�=
>
!
"
#$
%
&
'
(
)
*
+,
-

!
U
V
W
XY
Z
[}
\
~]
^_
`�
a
b
cd
e
W
f
�
[g
h
i

j
W
k
l�

.
/
0
1
+2
3
(
4
5
6
7
8
!
9
%
:
;
<

!
mn
W
o
p
g
q
r
¥s
�
tu
�v
wx
�
p
yz
[�
{
|
¥
mn
�

v}
o
p
g
V
~
�
�v
§
��
v�
�
[p
�y

!
Ä
�
x
tz
lt
�
��
�W
�m
ng
}�
�
�¥
�
�
^�
�
�
�

¥�
�
�
{
��
�
�
�
[w
lp
y

!
�
�
v�
�
g
�
�
�
W
�
�
��
�
�
¥�
�
��
�
¥�
u

[�
�
�
^�
�[
��
¥w
��
w�
y

!
�
`x
W
!
"
#
$
%
&
'
(
#
)
*
+,
-
)
.
/0

12
34
5
6
7
89
,
:
;
<=
>
#
?6
@A
#
B0

#)
C
D
E
#
@
«Ë
¬#
@
(
)
F
G
C
¤H
D
¬¬
IJ
K
LM
N
K
O
P
Q
þ
R

i
1
R
�
S
T
U
bV
m]
�c
<�
�W
<�
��
m<
bW
bW
G
�X
j

�
�
#=
!
�
�
�
"
#
­�
$
%
&
�
'
�
Å
()
*

+
,
-
.
/
0.
1
2
3
4
56
7

$$
8(
9
:
?
�
«
;<
=
�
>
>
?
@
@
A

S52


	4資料扉
	資料まとめ
	資料1
	資料2
	資料3_




